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Ⅰ　教科に関する調査結果の分析・考察

（１）全体的な傾向の分析・考察
・全体的な結果の状況

（２）領域・分野ごとの分析・考察
・領域・分野ごとの結果の状況
　児童生徒の到達状況を下表のように表記した。

正 答 率 「到達状況」を示す記号、用語
90％以上の場合 ◎：良好である
80％以上～ 90％未満の場合 ○：概ね良好である
70％以上～ 80％未満の場合 ◇：基準に到達している
60％以上～ 70％未満の場合 ▽：十分とはいえない
60％未満の場合 ▼：不十分である

・分析・考察及び学習指導に当たって留意すべきこと等
・参考となる他の指導事例や過去の調査問題
・指導改善のポイント

（３）改善に向けた指導事例
・教科ごとに、改善に向けた指導事例を２事例記載し、以下の内容を示す。

項 目 内 容

① 問題と解答
の状況

・設問番号、領域・分野、出題のねらい、評価の観点
・関連問題
・正答（例）、誤答例、正答率、誤答率、無解答率

② 指導改善に
向けて

・解答状況の分析・考察
・指導改善の具体的なポイント

③ 改善事例
・学年、単元（指導内容等）
・指導のねらい
・具体例

・関連する「学びの 12 か条＋
プラス

」（巻末資料参照）の項目を
右のように示す。

Ⅱ　質問調査結果の分析・考察

（１）小学校第４学年児童の調査結果
・設問ごとの経年比較、学年間比較

（２）学習・生活状況と正答率との関係
・正答率との関係を基にした分析・考察

（３）教員の調査結果
・設問ごとの経年比較

本書の構成
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　「教科に関する調査結果の分析・考察」のページでは、以下のように、取り上げた問題 
に関連した指導事例や調査問題、指導に当たって留意すべきこと等を記載してあります。 
今後の授業の参考、取組の検証にご活用ください。

① 参考となる他の指導事例

以下の略称を用いて記載しています。
（全）… 「全国学力・学習状況調査　報告書」及び「全国学力・学習状況調査の結果を踏

まえた授業アイディア例」に掲載されている事例
（県）… 「基礎学力調査－分析・考察と指導事例－」に掲載されている事例
（Ｐ）…  WEBサイト「いしかわ学力向上プログラム」に掲載されている事例

② 参考となる調査問題

以下の略称を用いて記載しています。
（全）… 全国学力・学習状況調査で出題された問題
（県）… 本県の基礎学力調査で出題された問題
（Ｐ）… WEBサイト「いしかわ学力向上プログラム」に掲載されている評価問題

③ 学習指導に当たって

　取り上げた問題について、調査結果を受け、学習指導の改善・充実を図る際のポイント
を、箇条書きで記載しています。

④

　今年度の調査結果より、特に課題が見られた問題について、指導改善のポイントを記載
しています。

本書の活用に当たって

○学校第○学年　教科

（１）全体的な傾向
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）領域・分野ごとの分析・考察
【領域・分野名】 （県平均正答率○○ . ○％）（学校正答率  　　　％）
◎：出題の趣旨〔設問番号〕
　・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・
・・・・・
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・

県平均正答率 学校正答率
○○ . ○％ ％

□・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（→　事例１）
□・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 （→　事例２）

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

○
○ ○○ . ○％ ％
○ ○○ . ○％ ％
○ ○○ . ○％ ％

（県）H○○：事例○
（県）R○○：○○

③学習指導に当たって

学校正答率記入欄
（自校の正答率を記入
して、分析に活用して
ください。）

学校正答率記入欄

②参考となる調査問題

④指導改善のポイント

①参考となる他の
指導事例
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Ⅰ　教科に関する調査結果の分析・考察
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小学校 第４学年
「国語」「算数」
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（１）全体的な傾向
　令和８年度の平均正答率は60.2％で、到達状況は十分とはいえない。領域別では、「知識及び技能」の
到達状況は十分とはいえないが、７年度より4.8ポイント上回っている。「話すこと・聞くこと」領域、「書
くこと」領域、「読むこと」領域の到達状況については、不十分であるが、「書くこと」領域は11.8ポイント、
「読むこと」領域は11.0ポイント、７年度より上昇している。
（２）領域・分野ごとの分析・考察
【知識及び技能】 （県平均正答率：66.5％）（学校正答率： ％）

○：基本的な漢字を読んだり書いたりすること〔八〕

　設問八の正答率については、87.0％であり、
概ね良好である。特に、漢字の書き取りにつ
いては、今後も当該学年までに配当されてい
る漢字を、文や文章の中で使う指導が大切で
ある。

◇：日常使われている簡単な単語について、ローマ字で表記されたものを読むこと〔六②③〕

　設問六②③の正答率については、77.3％で
あり、基準に到達している。今後も、ローマ
字を読んだり書いたり、端末に入力したりす
る学習活動を通して、日本語の音が、子音と
母音の組み合わせで成り立っていることを理解できるような指導が大切である。

▼：指示する語句の役割について、理解すること〔四２〕

　設問四２については p.8 参照。
　指導に当たっては、次のような点を充実さ
せることが必要である。

【話すこと・聞くこと】 （県平均正答率：59.1％）（学校正答率： ％）

▽：互いの話に関心をもち、相手の発言を受けて質問すること〔一２〕

　設問一２の正答率については、69.9％であ
り、十分とはいえない。
　指導に当たっては、話題を確かめた上で、
相手の考えを自分の考えと比べながら聞き、
相手の発言を受けて質問をする学習活動を充
実させることが必要である。

▼：目的や進め方を確認し、司会の役割を果たしながら話し合うこと〔一４〕

　設問一４の正答率については、29.0% であ
り、不十分である。
　指導に当たっては、司会の役割を理解し、
話合いが目的に応じて適切に進行するように、参加者に発言を促したり、話し合った内容をまとめたり
することができるような学習活動を充実させることが必要である。

県平均正答率 学校正答率
60.2％ ％小学校第４学年　国語

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

八

① 漢字の書き取り（こうえん） 77.0％ ％
② 漢字の書き取り（ふるい） 87.1％ ％
③ 漢字の読み（洋服） 90.5％ ％
④ 漢字の読み（転ぶ） 93.2％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

六
② ローマ字の読み（sekken） 80.0％ ％
③ ローマ字の読み（kingyo） 74.6％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
四 ２ 指示語 45.0％ ％

（県）Ｒ４：事例１
（県）Ｒ６、７：三１　　Ｒ５：三２

・日常の話したり聞いたり書いたり読んだりする指導場面において、指示する語句の役割について理
解したことを生かすことができるような学習活動を充実させること
・「知識及び技能」と「思考力、判断力、表現力等」が一体となって働くような学習活動を充実させ
ること

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
一 ２ 話合いの進め方（質問をする） 69.9％ ％

（県）Ｒ７：事例２
（県）Ｒ３、R７：一２

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
一 ４ 話合いの進め方（話をつなぐ） 29.0％ ％

Ｒ８　小４国語
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【書くこと】 （県平均正答率：57.1％）（学校正答率： ％）

▽：間違いを正したり、相手や目的を意識した表現になっているかを確かめたりして、文や文章を整
えること〔三１表記〕

　設問三１表記の正答率については、69.9％
であり、十分とはいえない。
　指導に当たっては、児童自身が間違いを正
したり、よりよい表現に書き直したりするこ
とによって、整った文章になることが実感で
きるような学習活動を充実させることが必要である。

▼：自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫すること
〔三１内容〕

　設問三１内容の正答率については、26.6％
であり、不十分である。
　指導に当たっては、相手や目的を意識し、
自分の考えと、それを説明するために取り上
げた理由を区別して書くことができるような指導を充実させることが必要である。

【読むこと】 （県平均正答率：44.2％）（学校正答率： ％）

▼：段落相互の関係に着目しながら、考えとそれを支える理由や事例との関係などについて、叙述を
基に捉えること〔二１〕

　設問二１については、p.10 参照。
　指導に当たっては、次のような点を充実さ
せることが必要である。

▼：目的を意識して、中心となる語や文を見付けること〔二２①②〕

　設問二２の正答率については、33.1％であ
り、不十分である。
　指導に当たっては、読む目的を明確にした
上で、中心となる語や文を見付けることがで
きるような学習活動を充実させることが必要
である。

□指示する語句が指し示していることを文脈に沿って考え、指示する語句の役割について、理解した
ことを生かす学習活動を充実すること （→　事例１）
□読む目的を明確にし、書き手の考えと、その理由や事例との関係を正確に捉える学習活動を充実す
ること （→　事例２）

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
三 １表記 推敲（表記） 69.9％ ％

（県）Ｒ３：事例１
（県）Ｒ６、Ｒ７：八１表記

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
三 １内容 考えの形成、記述（内容） 26.6％ ％

（県）Ｒ６、Ｒ７：八１内容

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

二 １ 説明的文章の構造と内
容の把握 41.7％ ％

（県）Ｒ６：事例２
（県）Ｒ３：二１　　Ｒ１、２：二２

書き手の考えがどのような事例によって具体化されているのかを正確に捉え、「始め - 中 - 終わり」の
「中」だけでなく、文章全体の内容を把握する学習活動を充実させること

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

二
２① 説明的文章の精査・解釈 29.6％ ％
２② 説明的文章の精査・解釈 36.5％ ％

（県）Ｒ６：事例２
（県）Ｒ７：二２①②　　Ｒ６：二１①②

Ｒ８　小４国語
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（３）改善に向けた指導事例

ア　事例１
　指示する語句が指し示していることを文脈に沿って考え、指示する語句の役割について、理
解したことを生かす学習活動を充実すること

①　問題と解答の状況
設問番号 領域・分野 出題のねらい 評価の観点
四２ 知識及び技能 指示する語句の役割について理解している。 知識・技能

四２　【小川さんのカード】の②
「それ」は何を指していますか。【小川さんのカード】の中の言葉を使っ

て、六字で書きましょう。

正答例 誤答例

よごれたくつ ・くつがよごれ
・安全なやり方

正答率 誤答率 無解答率
45.0％ 34.3％ 20.7％

②　指導改善に向けて
　本設問の出題のねらいは、「指示する語句の役割について理解している」であり、正答率は 45.0％
と不十分である。誤答としては、指示する語句が何を指すのかが分かっていないものや、「くつ」を
指すと分かっているが適切に表現できていないものが見られた。要因としては、指示する語句が指し
示している言葉は、その直前にあるという指導にとどまり、文と文との内容のつながりなどを明瞭に
表す役割をしていることを理解できるようにする指導が不十分であると考えられる。また、〔知識及
び技能〕の指導事項を取り上げて指導することにとどまり、話したり聞いたり書いたり読んだりする
学習場面において、身に付けた「知識及び技能」を活用し、適切に表現する場面の設定が不十分であ
ることも要因だと考えられる。
　指導に当たっては、生きて働く「知識及び技能」を身に付けるために、〔知識及び技能〕の指導事
項と〔思考力、判断力、表現力等〕の指導事項との関連を図り、両者が一体となって働き、適切に表
現できるような学習活動を充実させることが大切である。指示する語句の役割については、第３学年
で指導をするが、機会を捉えて繰り返し指導をすることが大切である。本事例では、単元の指導事項
に〔知識及び技能〕（１）カ（指示する語句に関する指導事項）は取り上げられていないが、日常的
な指導の必要性を考え、本単元における指示する語句の取り上げ方を改善事例として示す。

③　改善事例　　第４学年「白いぼうし」　　光村図書四年上

Ｒ８　小４国語



― 9 ―

Ｒ８　小４国語
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イ　事例２
　読む目的を明確にし、書き手の考えと、その理由や事例との関係を正確に捉える学習活動を
充実すること

①　問題と解答の状況
設問番号 領域・分野 出題のねらい 評価の観点

二１ 読むこと
段落相互の関係に着目しながら、考えとそれを支え
る理由や事例との関係などについて、叙述を基に捉
えることができる。

思考・判断・表現

二１　【文章】を読んだ東さんは、この文章が　　　の部分で、大きく三つのまとまりに分かれて
いることに気づきました。2・3・4・5段落のまとまりは、どのような役わりをしていますか。
次のア～ウから一つえらびましょう。
ア　話題について、たしかめたことをせつめいしている。
イ　せつめいした内

ない

容
よう

を受けて、全体をまとめている。
ウ　これからせつめいする話題について問いかけている。

正答例 誤答例
ア イ

正答率 誤答率 無解答率
41.7％ 55.9％ 2.4％

②　指導改善に向けて
　本設問の出題のねらいは、「段落相互の関係に着目しながら、考えとそれを支える理由や事例と
の関係などについて、叙述を基に捉えることができる」であり、正答率は 41.7％と不十分である。
要因としては、文章全体の構造と内容を捉える際、「始め - 中 - 終わり」の「中」のまとまりにどの
ような理由や事例が書かれているのかを捉える指導にとどまり、考えとその理由や事例との関係を
捉える指導にまで至っていないことが考えられる。
　指導に当たっては、文章全体の内容を正確に把握するという読む目的を明確にするために、児童
一人一人が興味や課題をもつことができるような手立てを考えることが必要である。その上で、書
き手の考えがどのような事例によって具体化されているのかを、叙述を基に正確に捉え、「始め - 中
- 終わり」の「中」だけでなく、文章全体の内容を把握することが必要である。その際、教師は、
児童が既習事項を想起できるような学習環境を整えておくことで、身に付けた資質・能力を活用し
て主体的に課題を解決できるようにすることが大切である。

③　改善事例　　第３学年「文様」「こまを楽しむ」　　光村図書三年上

Ｒ８　小４国語
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Ｒ８　小４国語
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（１）全体的な傾向

　令和８年度の平均正答率は 59.8％で、到達状況は不十分である。領域別では、「数と計算」領域は、
７年度より 7.1 ポイント下回っており、到達状況は十分とはいえない。「図形」領域、「測定」領域およ
び「データの活用」領域は、到達状況は不十分であるが、「データの活用」領域は、７年度より 15.0 ポ
イント上回っており、改善が図られている。

（２）領域・分野ごとの分析・考察

【数と計算】 （県平均正答率：64.3％）（学校正答率： ％）

◎：繰り上がりのある３位数の加法計算をすること〔１⑴〕

　設問１⑴の正答率については、91.8％であ
り、良好である。今後も、児童の学習状況を
見ながら、反復による学習の機会を適宜設け
て指導を行うことが大切である。

○：十、百の位からの繰り下がりのある減法計算をすること〔１⑵〕

　設問１⑵の正答率については、81.9％であ
り、概ね良好である。今後も、児童の学習状
況を見ながら、反復による学習の機会を適宜
設けることに加え、計算の結果の見積りをし
たり、計算の確かめをしたりできるような指導を行うことが大切である。

▼：乗法の意味を理解すること〔２⑴〕

　設問２⑴については、p.14 参照。
　指導に当たっては、次のような点を充実さ
せることが必要である。

【図形】 （県平均正答率：55.9％）（学校正答率： ％）

○：正三角形の定義を理解すること〔３⑵〕

　設問３⑵の正答率については、88.3％であ
り、概ね良好である。今後も、児童が図形を
構成したり弁別したりする数学的活動を充実
させることで、帰納的に意味や性質について
理解することができるような指導を行うことが大切である。

▼：円の半径と三角形の等しい辺の関係を理解すること〔３⑴〕

　設問３⑴の正答率については、33.1％であ
り、不十分である。
　指導に当たっては、二等辺三角形の作図を
行う際、円と二等辺三角形を関連付け、図形
を構成する要素の関係に着目することができ
るような指導を充実させることが必要である。

県平均正答率 学校正答率
59.8％ ％小学校第４学年　算数

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
１ ⑴ 繰り上がりのある加法計算 91.8％ ％

（県）Ｒ５～Ｒ７：１⑴

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

１ ⑵ 十、百の位からの繰り
下がりのある減法計算 81.9％ ％

（県）Ｈ20～Ｒ７：１⑵

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
２ ⑴ 乗法の意味 54.4％ ％

（県）Ｒ６、Ｒ７：２⑴　　Ｈ31：２⑷

問題文の言葉から形式的に演算を決定するのではなく、問題場面と図、図と式を関連付けて数量の関
係を捉えることができるような学習活動を充実させること

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
３ ⑵ 正三角形の定義 88.3％ ％

（県）Ｈ27：６⑵

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
３ ⑴ 円の中心と半径 33.1％ %

（県）Ｒ６：事例１
（県）Ｒ６、７：４⑴　　H26：７

Ｒ８　小４算数
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【測定】 （県平均正答率：58.4％）（学校正答率： ％）

〇：時刻を正確に読み取ること〔６⑴〕

　設問６⑴の正答率については、87.3％であ
り、概ね良好である。今後も、短針と長針の
位置を基に、それぞれの針が示す数と時刻を
表す数との対応を理解し、時刻を読むことが
できるような指導を日常的に行うことが大切である。また、時刻と時間の読みを基に、日常生活におけ
る時間の使い方についての計画を立てたり、生活時間の目安をつくったりするなど、日常生活の場面で
生かすことができるような学習活動を充実させることが大切である。

▼：長さの単位の意味について理解すること〔５〕

　設問５については、p.16 参照。
　指導に当たっては、次のような点を充実さ
せることが必要である。

【データの活用】 （県平均正答率：55.4％）（学校正答率： ％）

〇：棒グラフを読み取ること〔９⑴〕

　設問９⑴の正答率については、83.8％であ
り、概ね良好である。今後も、数量の大小や
差を読むことに加えて、最大値や最小値を捉
えたり、項目間の関係や集団のもつ全体的な
特徴などを読み取ったりすることができるよ
うな指導を行うことが大切である。また、目盛りの読み方、付け方については、ものさしを用いた測定
の仕方や数直線の目盛りの付け方の学習とも関連させながら、読んだりかいたりできるような学習活動
を充実させることが大切である。

▼：簡単な二次元表の数値から読み取ったことを表現すること〔４⑵〕

　設問４⑵については、39.3％であり、不十
分である。要因としては、表やグラフから特
徴や傾向を捉えたり、考察したりしたことを、
表のどの部分から、あるいはグラフのどの部
分からそのように考えたのかを、正しく表現することができるような指導が不十分であると考えられる。
　指導に当たっては、表やグラフの特徴や傾向を捉えたり、考察したりする際には、同じところや似て
いるところ、少し違うところや大きく違うところなどを見いだし、表現できるようにするとともに、他
者と伝え合うことで様々な考えがあることに気付くことができるような学習活動を充実させることが必
要である。

□問題場面と図、図と式を関連付けて数量の関係を捉えることができるような学習活動を充実すること
（→　事例１）

□日常生活の問題場面に照らし合わせて妥当かどうか判断し、結論を得る学習活動を充実すること
（→　事例２）

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
６ ⑴ 時刻の読み取り 87.3％ %

（県）Ｒ３：８⑴　　Ｈ31：７⑴

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
５ 長さの単位と測定 14.4％ ％

（県）Ｈ29：４⑷　　Ｈ28：３⑶　　Ｈ27：５⑴

計算によって求めた結果を振り返り、日常生活の問題場面に照らし合わせて妥当かどうかを判断し、
結論を得ることができるような活動を充実させること

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
９ ⑴ 棒グラフの読み取り 83.8％ %

（県）Ｒ５：事例２
（県）Ｒ６：８⑴　　Ｒ６：５⑵　　Ｒ５：３⑵

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

４ ⑵ 簡単な二次元表の数値
の意味【事実】 39.3％ %

（県）Ｒ６、７：５⑵　　Ｒ５：３⑵

Ｒ８　小４算数
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（３）改善に向けた指導事例

ア　事例１
　問題場面と図、図と式を関連付けて数量の関係を捉えることができるような学習活動を充実
すること

①　問題と解答の状況
設問番号 領域・分野 出題のねらい 評価の観点
2⑴ 数と計算 乗法の意味を理解している。 知識・技能

｜ ｜

次の計算をしましょう。

⑴　 　 　 ⑷　 　 　

⑵　 　 　 ⑸　 　 　

⑶　 　 　

次の問いに答えましょう。

⑴　答えが　 　 　 　の式でもとめられる問題を、次のア～エから つえらびましょう。

ア　おり紙が まいあります。
　 まいつかうと、のこりのおり紙は何まいになりますか。

イ　 このボールがあります。
　 つのかごに同じ数ずつ入れると、 つのかごにボールは何こ入りますか。

ウ　ビー玉を 人に こずつ分けます。
　 人に分けるには、何こいりますか。

エ　18cmの長さのリボンがあります。 
　6cmずつに切ると、何本になりますか。

⑵　下の数直線で、 　にあてはまる分数を書きましょう。

1

2

｜ ｜

次の計算をしましょう。

⑴　 　 　 ⑷　 　 　

⑵　 　 　 ⑸　 　 　

⑶　 　 　

次の問いに答えましょう。

⑴　答えが　 　 　 　の式でもとめられる問題を、次のア～エから つえらびましょう。

ア　おり紙が まいあります。
　 まいつかうと、のこりのおり紙は何まいになりますか。

イ　 このボールがあります。
　 つのかごに同じ数ずつ入れると、 つのかごにボールは何こ入りますか。

ウ　ビー玉を1人に18こずつ分けます。 
　6人に分けるには、何こいりますか。

エ　 の長さのリボンがあります。
　 ずつに切ると、何本になりますか。

⑵　下の数直線で、 　にあてはまる分数を書きましょう。

1

2

｜ ｜

次の計算をしましょう。

⑴　 　 　 ⑷　 　 　

⑵　 　 　 ⑸　 　 　

⑶　 　 　

次の問いに答えましょう。

⑴　答えが　 　 　 　の式でもとめられる問題を、次のア～エから つえらびましょう。

ア　おり紙が まいあります。
　 まいつかうと、のこりのおり紙は何まいになりますか。

イ　18このボールがあります。 
　6つのかごに同じ数ずつ入れると、1つのかごにボールは何こ入りますか。

ウ　ビー玉を 人に こずつ分けます。
　 人に分けるには、何こいりますか。

エ　 の長さのリボンがあります。
　 ずつに切ると、何本になりますか。

⑵　下の数直線で、 　にあてはまる分数を書きましょう。

1

2

｜ ｜

次の計算をしましょう。

⑴　 　 　 ⑷　 　 　

⑵　 　 　 ⑸　 　 　

⑶　 　 　

次の問いに答えましょう。

⑴　答えが　 　 　 　の式でもとめられる問題を、次のア～エから つえらびましょう。

ア　おり紙が18まいあります。 
　6まいつかうと、のこりのおり紙は何まいになりますか。

イ　 このボールがあります。
　 つのかごに同じ数ずつ入れると、 つのかごにボールは何こ入りますか。

ウ　ビー玉を 人に こずつ分けます。
　 人に分けるには、何こいりますか。

エ　 の長さのリボンがあります。
　 ずつに切ると、何本になりますか。

⑵　下の数直線で、 　にあてはまる分数を書きましょう。

1

2

｜ ｜

次の計算をしましょう。

⑴　 　 　 ⑷　 　 　

⑵　 　 　 ⑸　 　 　

⑶　 　 　

次の問いに答えましょう。

⑴　答えが　18　*　6　の式でもとめられる問題を、次のア～エから1つえらびましょう。

ア　おり紙が まいあります。
　 まいつかうと、のこりのおり紙は何まいになりますか。

イ　 このボールがあります。
　 つのかごに同じ数ずつ入れると、 つのかごにボールは何こ入りますか。

ウ　ビー玉を 人に こずつ分けます。
　 人に分けるには、何こいりますか。

エ　 の長さのリボンがあります。
　 ずつに切ると、何本になりますか。

⑵　下の数直線で、 　にあてはまる分数を書きましょう。

1

2

｜ ｜

次の計算をしましょう。

⑴　 　 　 ⑷　 　 　

⑵　 　 　 ⑸　 　 　

⑶　 　 　

次の問いに答えましょう。

⑴　答えが　 　 　 　の式でもとめられる問題を、次のア～エから つえらびましょう。

ア　おり紙が まいあります。
　 まいつかうと、のこりのおり紙は何まいになりますか。

イ　 このボールがあります。
　 つのかごに同じ数ずつ入れると、 つのかごにボールは何こ入りますか。

ウ　ビー玉を 人に こずつ分けます。
　 人に分けるには、何こいりますか。

エ　 の長さのリボンがあります。
　 ずつに切ると、何本になりますか。

⑵　下の数直線で、 　にあてはまる分数を書きましょう。

1

2

正答 誤答例
ウ イ、エ

正答率 誤答率 無解答率
54.4％ 44.8％ 0.8％

②　指導改善に向けて
　本設問の出題のねらいは「乗法の意味を理解している」であり、正答率は 54.4％と不十分である。
誤答については、イ、エを選択しているものが多い。要因としては、アは「のこり」という言葉か
ら乗法ではなく減法と、正答であるウは「分けます」という言葉から乗法でなく誤って除法と判断し、
消去法でイ、エを乗法と判断している可能性がある。つまり、問題文から立式する際、「分ける」「同
じ数ずつ」等、問題文の表現のみを根拠とし、加減乗除の判断を行っていることが考えられる。数
量の関係がつかみにくい問題の解決において、問題場面を図に表し、数量の関係を適切に捉え、式
に表すことができるようにする指導が不十分であることが考えられる。
　指導に当たっては、例えば、本設問のように、数量の関係がつかみにくい問題の解決において、
図を用いて、数量の関係を整理する活動を充実させることが考えられる。その際、問題を読み、「『多
くなる』と書いてあるから加法」、「『少なくなる』と書いてあるから減法」、「『倍』と書いてあるか
ら乗法」、「『分ける』と書いてあるから除法」といったように言葉のみで判断して立式するのでは
なく、問題場面に沿って図に表すことで問題の構造がつかみやすくなったり、正しい計算を見いだ
しやすくなったりすることを確認し、図という数学的な表現のよさに気付くことができるような指
導をすることが大切である。その際、正答（〇）だけでなく誤った考え（△・×）や分からない（？）
も取り上げ、多様な考えを比較検討する学習活動を充実させることが必要である。

③　改善事例　第３学年「どんな計算になるのかな？（加減乗除の演算の判断）」

Ｒ８　小４算数
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Ｒ８　小４算数
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イ　事例２
　日常生活の問題場面に照らし合わせて妥当かどうか判断し、結論を得る学習活動を充実する
こと

①　問題と解答の状況
設問番号 領域・分野 出題のねらい 評価の観点
5 測定 長さの単位の意味について理解している。 知識・技能

｜ ｜

ゆうたさんたちは、総
そう

合
ごう

的
てき

な学習の時間に野
や

菜
さい

を育てることになり、育てたい
野菜を「ナス、トマト、キュウリ、ピーマン」の中から 人 しゅるいえらびました。
ゆうたさんは、 年生の 組と 組の人たちがえらんだ野菜をしゅるいごとに調べ、
下のような表に整理しました。あとの問いに答えましょう。

⑴　 年生の中で、 番多くの人がえらんだ野菜は何ですか。表の中の言葉を使って
書きましょう。

⑵　表の は、どのような人数を表していますか。表題や表の中の言葉を使って
書きましょう。

東小学校の3年生は、自分たちの町について調べています。あいりさんは、学校
の近くにある橋の長さをはかろうと思い、下のように同じ歩はばで歩き続けると、
ちょうど20歩でした。あいりさんの歩はばを60cmとします。橋の長さは、およそ
何mですか。答えを書きましょう。

4

１組と２組の人たちがえらんだ野菜とその人数（人）

　組 　組 合　計

ナス
トマト
キュウリ
ピーマン
合　計

野菜
組

5

あいりさん

歩はば

橋の長さ

正答 誤答例

12 ｍ ・1200 ｍ
・120 ｍ

正答率 誤答率 無解答率
14.4％ 80.9％ 4.7％

②　指導改善に向けて
　本設問の出題のねらいは、「長さの単位の意味について理解している」であり、正答率は 14.4％と不
十分である。誤答については、計算結果を単位換算せずに、そのまま解答しているものや、単位換算
を適切に行うことができていないものが多く見られた。
　要因としては、日常生活の問題を計算で解決したときに、その数をそのまま問題の答えとするので
はなく、問題場面に照らし合わせて妥当かどうかを判断し、結論を得ることができるような指導が十
分ではなかったことが考えられる。また、1200cmといった長さについて、児童の日常生活や学校生活
の場面にある長さと結び付け、実感的に捉えたり、測定して得られた数値を適切な単位を選択して表
現したりすることができるような指導が十分ではなかったことも考えられる。
　指導に当たっては、計算して得られた数の適切な単位は何かを、問題場面に照らし合わせたり、既
習や経験を基にしたりしながら考え、妥当かどうかを判断するような学習活動を充実させることが必
要である。このような活動を繰り返すことで、得られた結果を常に振り返り、妥当性を吟味しようと
する態度が育成されることが期待できる。また、長さや重さ、かさについて学習する際には、量の大
きさについての感覚が豊かになるように、身の回りの量を手掛かりにおよその見当を付けて測定して
いく学習活動を充実させていくことも必要である。例えば、通学路や学校の周りの長さなど、日常生
活にある長さを思い起こし、１kmになる長さを調べたり、運動場のトラックを実際に５周歩いてみた
りすることで実感的に捉えることができるような学習活動を充実させることなどが考えられる。

③　改善事例　第３学年「長さ」

Ｒ８　小４算数
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Ｒ８　小４算数
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小学校 第６学年
「社会」「理科」「英語」
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（１）全体的な傾向

　令和８年度の平均正答率は 59.2％で、到達状況は不十分である。石川県全体の地形や方位の理解、地
域の様子の移り変わりを地図から読み取ることについては、概ね良好であるが、グラフから情報を適切
に読み取ることや、複数の資料を基に考察し適切に表現することについては、依然として課題が見られる。

（２）領域・分野ごとの分析・考察

【地域学習】 （県平均正答率：64.5％）（学校正答率： ％）

○：石川県全体の地形や方位を理解すること〔１⑴①②〕

　設問１⑴の正答率については、89.1％で
あり、概ね良好である。今後も、自分たち
の県の地理的環境の概要について地図帳を
活用し、県や主な市町の位置、県全体の地
形などの特色を理解できるように指導する
ことが大切である。

○：地域の様子の移り変わりについて、地図から読み取ること〔３⑵〕

　設問３⑵の正答率については、89.0％で
あり、概ね良好である。今後も、地図帳や
各種の具体的資料を見比べながら、時期や
時間の経過に沿って調べたことを白地図や年表などにまとめる技能を身に付けることができるように指
導することが大切である。

◇：地図帳の索引から位置を読み取ること〔１⑸〕

　設問１⑸の正答率については、70.8％で
あり、基準に到達している。今後も、地図
帳の索引や凡例などを活用して必要な情報
を読み取ることができるように指導するこ
とが大切である。

▼：主な公共施設について理解すること〔３⑴〕

　設問３⑴については、p.22 参照。
　指導に当たっては、次のような点を充実
させることが必要である。

県平均正答率 学校正答率
59.2％ ％小学校第６学年　社会

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

１
⑴① 石川県の市の位置（方位） 84.4％ ％
⑴② 石川県の自然（能登半島） 93.8％ ％

（県）Ｒ５：１⑵

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
３ ⑵ 地域の様子の移り変わり 89.0％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
１ ⑸ 地図帳の活用 70.8％ %

（県）Ｒ７：事例１
（県）Ｒ７：１⑷

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
３ ⑴ 公共施設の種類 11.1％ ％

（県）Ｒ５：３⑶

Ｒ８　小６社会

年間指導計画を見通し、複数の単元での学習を通して、公共施設の概念的理解を段階的に深めていく
学習活動を充実させること
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【産業と国土】 （県平均正答率：54.7％）（学校正答率： ％）

○：赤道の位置について理解すること〔２⑶①〕

　設問２⑶①の正答率については、87.1％
であり、概ね良好である。今後も、地図帳
や地球儀を用いて、方位、緯度や経度など
による位置を説明する活動を意図的に設定
し、赤道や緯線、経線などの基本的な知識
の定着を図ることが大切である。

◇：気候の特色について、資料から必要な情報を読み取ること〔６⑴Ｂ〕

　設問６⑴Ｂの正答率については、73.1％
であり、基準に到達している。今後も、雨
温図や地図などの資料を活用する学習活動
を意図的に設定し、気温や降水量などの特徴に着目しながら、地域の気候の特色について必要な情報を
読み取ることができるように指導することが大切である。

▼：魚の水揚げ量と価格の変化を表したグラフから、情報を適切に読み取ること〔５⑵〕

　設問５⑵については、p.24 参照。
　指導に当たっては、次のような点を充実
させることが必要である。

▼：持続可能な漁業を目指し水産資源を保護していることについて、複数の資料を基に考察し、適切
に表現すること〔５⑷ＣＤ〕

　設問５⑷の正答率については、20.5％で
あり、不十分である。要因としては、複数
の資料から読み取った情報を基に、その意
味について考察する学習活動が十分ではな
かったと考えられる。
　指導に当たっては、複数の資料から必要
な情報を整理し、それぞれの資料から読み
取った情報を比較したり関連付けたりしながら、社会的事象について考察する学習活動を充実させるこ
とが必要である。また、考察したことについて、根拠を基に説明したり表現したりする学習活動を充実
させることも必要である。

□公共施設の目的や利用する人々などに着目し、わたしたちのまちにある公共施設について理解する
学習活動を充実すること （→　事例１）
□資料から目的に応じた情報を適切に読み取り、社会的事象について考えたり表現したりする学習活
動を充実すること （→　事例２）

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
２ ⑶① 赤道の位置 87.1％ %

（県）Ｒ４：事例１
（県）Ｒ５：２⑴①

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
６ ⑴Ｂ 沖縄県の気温と降水量 73.1％ %

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

５ ⑵ 水産業に関わる情報の読
み取り 32.7％ %

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

５
⑷Ｃ 水産業に関わる人々の工

夫（漁期の設定） 21.1％ ％

⑷Ｄ 水産業に関わる人々の工
夫（水産資源の保護） 19.8％ %

（県）Ｒ５：事例２
（県）Ｒ６：５⑷②Ｃ③Ｅ

・資料に示された情報を整理し、目的に応じた情報を適切に読み取る学習活動を充実させること
・資料から読み取った情報を関連付けながら社会的事象について考えたり、自分の考えを表現したり
する学習活動を充実させること

Ｒ８　小６社会
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（３）改善に向けた指導事例

ア　事例１
　公共施設の目的や利用する人々などに着目し、わたしたちのまちにある公共施設について理
解する学習活動を充実すること

①　問題と解答の状況
設問番号 領域・分野 出題のねらい 評価の観点
3⑴ 地域学習 主な公共施設について理解している。 知識・技能

｜ 3｜

たかしさんは、自分たちが住んでいる地
ち

域
いき

のくらしが、どのように変わってきた
のかについて疑

ぎ

問
もん

をもち、地域の様子や生活で使われる道具のうつり変わりについ
て調べ、年表をつくりました。あとの問いに答えましょう。

⑴　年表の地図の中に見られる建物の中で、公共しせつにあてはまるものを、次の
ア～エから 1つ選びましょう。
ア　消防署　　　イ　神社　　　ウ　スーパーマーケット　　　エ　工場

⑵　年表の地図から読み取れることを、次のア～エから 1つ選びましょう。
ア　およそ40年前にあった学校は、今はなくなり、住たく地になっている。
イ　およそ40年前と今を比べると、スーパーマーケットの数が増えている。
ウ　およそ70年前にあった川は、今はうめ立てられ、なくなっている。
エ　およそ70年前から今にかけて、田や畑が減ってきている。

⑶　たかしさんは、おばあさんから、くらしの変化について話を聞きました。おば
あさんの話のＡとＢにあてはまる言葉を、それぞれ書きましょう。
【おばあさんの話】

　

3

年代
およそ70年前

（昭和30年ごろ）
およそ40年前

（昭和60年ごろ）
今

（令和８年）

地図

　 　 　

住たく地

空き地

田

畑

道路

川

建物 ・ 学校、図書館、消
しょう

防
ぼう

署
しょ

、
神社、工場がある

・ スーパーマーケットが
できる

・病院ができる
・工場が増える

道具

・電気せんたくき ・二そう式せんたくき ・ドラム式せんたくき

・電気がま
　

・自動すいはんき
　

・ いろいろなたき方がで
きるすいはんき

・ガスストーブ
　

・エアコン
　

・ 電気をむだに使わない
エアコン

工
場

スーパー
マーケット

工
場

工場

スーパー
マーケット

工
場

工
場

工
場

［年表］

　わたしの母がくらしていた昭和30年より前は、かまどで火をおこ
し、米をたいたり、人の手でせんたくをしたりしていたと聞きました。
　昭和30年ごろから、ガスや Ａ を使った道具が出てくるこ
とで、家事にかかる時間が短くなり、くらしが Ｂ になりました。

｜ 3｜

たかしさんは、自分たちが住んでいる地
ち

域
いき

のくらしが、どのように変わってきた
のかについて疑

ぎ

問
もん

をもち、地域の様子や生活で使われる道具のうつり変わりについ
て調べ、年表をつくりました。あとの問いに答えましょう。

⑴　年表の地図の中に見られる建物の中で、公共しせつにあてはまるものを、次の
ア～エから 1つ選びましょう。
ア　消防署　　　イ　神社　　　ウ　スーパーマーケット　　　エ　工場

⑵　年表の地図から読み取れることを、次のア～エから 1つ選びましょう。
ア　およそ40年前にあった学校は、今はなくなり、住たく地になっている。
イ　およそ40年前と今を比べると、スーパーマーケットの数が増えている。
ウ　およそ70年前にあった川は、今はうめ立てられ、なくなっている。
エ　およそ70年前から今にかけて、田や畑が減ってきている。

⑶　たかしさんは、おばあさんから、くらしの変化について話を聞きました。おば
あさんの話のＡとＢにあてはまる言葉を、それぞれ書きましょう。
【おばあさんの話】

　

3

年代
およそ70年前

（昭和30年ごろ）
およそ40年前
（昭和60年ごろ）

今
（令和８年）

地図

　 　 　

住たく地

空き地

田

畑

道路

川

建物 ・ 学校、図書館、消
しょう

防
ぼう

署
しょ

、
神社、工場がある

・ スーパーマーケットが
できる

・病院ができる
・工場が増える

道具

・電気せんたくき ・二そう式せんたくき ・ドラム式せんたくき

・電気がま
　

・自動すいはんき
　

・ いろいろなたき方がで
きるすいはんき

・ガスストーブ
　

・エアコン
　

・ 電気をむだに使わない
エアコン

工
場

スーパー
マーケット

工
場

工場

スーパー
マーケット

工
場

工
場

工
場

［年表］

　わたしの母がくらしていた昭和30年より前は、かまどで火をおこ
し、米をたいたり、人の手でせんたくをしたりしていたと聞きました。
　昭和30年ごろから、ガスや Ａ を使った道具が出てくるこ
とで、家事にかかる時間が短くなり、くらしが Ｂ になりました。

正答例 誤答例
ア ウ

正答率 誤答率 無解答率
11.1％ 87.2％ 1.7％

②　指導改善に向けて
　本設問のねらいは、「主な公共施設について理解している」であり、正答率は 11.1％と不十分である。
誤答としては、「スーパーマーケット」を選択する解答が多く見られた。要因としては、公共施設
の概念を正確に捉え、公共施設に該当する建物や場所と、そうでないものを比較・分類する学習活
動や地図記号を使って、身近な地域の様子を地図に表したり、地図から市の様子を読み取ったりす
る学習活動が不十分であることが考えられる。
　指導に当たっては、公共施設の定義を単なる知識として扱うのではなく、「なぜ、その建物や場
所が公共施設に該当するのか」という判断基準について、児童自らが検討し、複数の単元での学
習を通して、公共施設の概念的理解を深めていく学習活動を充実させることが必要である。その際、
学習指導要領の内容などを確認した上で年間指導計画を見通し、各単元で扱う具体例を基に、公共
施設かどうかを多角的に判断する学習活動を継続的に取り入れていくことが必要である。また、地
図記号を使って、身近な地域の様子について白地図にまとめて表現したり、地図から市の様子を読
み取ったりする学習活動を取り入れることも大切である。

Ｒ８　小６社会
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③　改善事例　第３学年
　「身近な地域や市区町村の様子」「地域の安全を守る働き」「市の様子の移り変わり」

Ｒ８　小６社会
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イ　事例２
　資料から目的に応じた情報を適切に読み取り、社会的事象について考えたり表現したりする
学習活動を充実すること

①　問題と解答の状況
設問番号 領域・分野 出題のねらい 評価の観点

5⑵ 産業と国土
魚の水揚げ量と価格の変化を表したグラフから、情
報を適切に読み取ることができる。

知識・技能

｜ 5｜

はるさんのクラスでは、日本の水産業について調べています。次の問いに答えま
しょう。
⑴　はるさんは、水産業で働く人たちがどのような仕事をしているのかについて調
べるうちに、次のア～エの仕事の様子の写真を見つけました。
ア　トラックで魚を運ぶ人たち　　　　　　　　イ　魚をとる人たち

ウ　魚を箱に入れて出荷の準備をする人たち　　エ　漁港で魚を買う人たち

　　次の①、②は、どの人たちの仕事について説明したものか、上のア～エからそ
れぞれ 1つずつ選びましょう。
①　水あげされた魚を種類や大きさごとに分ける。
②　魚

ぎょ

群
ぐん

探
たん

知
ち

機
き

で魚のいる場所を見つける。

⑵　はるさんは、月ごとのかつおの水あげ量と 1 kgあたりの価格を示した資料を
見つけました。資料 1から読み取れることを、あとのア～エから２つ選びましょう。

ア　 1月の 1㎏あたりの価格は約450円である。
イ　５月の水あげ量は、４月に比べて約2000ｔ増えている。
ウ　 1月から５月にかけて、 1 kgあたりの価格は下がり続けている。
エ　６月から８月にかけて、水あげ量は減り続けているが、 1 kgあたりの価格
は上がり続けている。

5

（写真：MIXA,Princess Anmitsu/PIXTA、photolibrary）

［資料 1］　月ごとのかつおの水あげ量と 1 kgあたりの価格

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
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（ｔ）

（月）

（円）

1kgあたりの価格

水あげ量

（水産庁「産地水産物流通調査2023確報」より作成）

｜ 5｜

はるさんのクラスでは、日本の水産業について調べています。次の問いに答えま
しょう。
⑴　はるさんは、水産業で働く人たちがどのような仕事をしているのかについて調
べるうちに、次のア～エの仕事の様子の写真を見つけました。
ア　トラックで魚を運ぶ人たち　　　　　　　　イ　魚をとる人たち

ウ　魚を箱に入れて出荷の準備をする人たち　　エ　漁港で魚を買う人たち

　　次の①、②は、どの人たちの仕事について説明したものか、上のア～エからそ
れぞれ 1つずつ選びましょう。
①　水あげされた魚を種類や大きさごとに分ける。
②　魚

ぎょ

群
ぐん

探
たん

知
ち

機
き

で魚のいる場所を見つける。

⑵　はるさんは、月ごとのかつおの水あげ量と 1 kgあたりの価格を示した資料を
見つけました。資料 1から読み取れることを、あとのア～エから２つ選びましょう。

ア　 1月の 1㎏あたりの価格は約450円である。
イ　５月の水あげ量は、４月に比べて約2000ｔ増えている。
ウ　 1月から５月にかけて、 1 kgあたりの価格は下がり続けている。
エ　６月から８月にかけて、水あげ量は減り続けているが、 1 kgあたりの価格
は上がり続けている。

5

（写真：MIXA,Princess Anmitsu/PIXTA、photolibrary）

［資料 1］　月ごとのかつおの水あげ量と 1 kgあたりの価格

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

600

450

300

150

8000

4000

6000

2000

0

（ｔ）

（月）

（円）

1kgあたりの価格

水あげ量

（水産庁「産地水産物流通調査2023確報」より作成）

正答例 誤答例
ア・エ エ、ア、イ・エ、ア・イ
正答率 誤答率 無解答率
32.7％ 63.0％ 4.4％

②　指導改善に向けて
　本設問のねらいは、「魚の水揚げ量と価格の変化を表したグラフから、情報を適切に読み取る
ことができる」であり、正答率は 32.7％と不十分である。誤答としては、「イとエ」、「アとイ」を
選択するなど、資料から必要な情報を適切に読み取ることに課題が見られる解答が多かった。ま
た、「エ」や「ア」のみを選択するなど、題意を適切に捉えていない解答も見られた。要因としては、
目的に応じた情報を正確に読み取り、適切に表現する学習活動が十分ではなかったと考えられる。
　指導に当たっては、まず、目的に応じた情報を適切に読み取る学習活動を充実させることが必要
である。さらに、資料から情報を読み取ること自体を目的とするのではなく、読み取った情報を関
連付けながら社会的事象について考えたり、読み取った情報を根拠に自分の考えを表現したりする
学習活動を充実させることも大切である。

Ｒ８　小６社会
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③　改善事例　第５学年「我が国の水産業」

Ｒ８　小６社会
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（１）全体的な傾向

　令和８年度の平均正答率は 64.0％で、到達状況は十分とはいえない。領域別では、「粒子」を柱とす
る領域は、平均正答率は 58.8％と不十分であり、６年度より 0.3 ポイント下回っている。「エネルギー」
を柱とする領域は、平均正答率は 65.4％と不十分であるが、６年度より 15.7 ポイント上回り、改善が図
られている。

（２）領域・分野ごとの分析・考察

【物質・エネルギー（エネルギー）】 （県平均正答率：65.4％）（学校正答率： ％）

〇：振り子の実験の適切な方法や適切な処理の仕方について理解すること〔４⑵〕

　設問４⑵の正答率については、85.9％で
あり、概ね良好である。今後も、観察・実
験の方法について、考えたり説明したりす
ることができるような指導を行うことが大切である。

▼：電磁石の強さは導線の巻数によって変わることを理解すること〔５⑷〕

　設問５⑷については、p.28 参照。
　指導に当たっては、次のような点を充実
させることが必要である。

【物質・エネルギー（粒子）】 （県平均正答率：58.8％）（学校正答率： ％）

〇：物の重さについて、予想が確かめられた場合に得られる結果を見通すこと〔３⑴予想〕

　設問３⑴予想の正答率については、
80.8％であり、概ね良好である。今後も自
分の予想にとどまらず、他者の予想も含め、
それぞれの予想が確かめられた場合に得ら
れる結果の見通しをもつことができるよう
な指導を行うことが大切である。

▼：異なる物質で重さを同じにしたときの体積の違いについて、実験結果を基に、見いだし表現する
こと〔３⑶〕

　設問３⑶の正答率については、29.0％で
あり、不十分である。要因としては、異な
る物質の体積と重さとの関係について追究
する活動が不十分であることが考えられる。
　指導に当たっては、他の学年や他の単元
での学習も積み重ねながら、量的・関係的な視点で捉える活動を充実させることが必要である。

県平均正答率 学校正答率
64.0％ ％小学校第６学年　理科

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
４ ⑵ 振り子の実験に関する技能 85.9％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

５ ⑷ 電磁石の強さとコイルの
巻き数の関係 42.4％ %

（県）Ｈ29：８⑵

・限られた条件の中で、実験の適切な方法について考え、計画する場面を設定すること
・既習を想起し、実験の計画の妥当性について考えることができるような問い返しを行うこと

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

３ ⑴
予想

予想が確かめられた場合
に得られる結果の見通し
【構想】

80.8％ %

（県）Ｒ５：事例２
（県）Ｒ５、６：２⑵

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

３ ⑶ 物の体積と重さとの関係
【分析】 29.0％ %

（県）Ｒ６：事例１
（県）Ｒ６：６⑶　　Ｒ３：１⑶

Ｒ８　小６理科
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【生命・地球（生命）】 （県平均正答率：68.9％）（学校正答率： ％）

〇：メダカの卵の中の様子が変化する過程を理解すること〔７⑵〕

　設問７⑵の正答率については、87.8％で
あり、概ね良好である。今後も、メダカを
飼育することを通して、卵の中の変化を継
続的に観察して調べることができるような
指導を行うことが大切である。

▼：身近な植物は、暖かい季節、寒い季節などによって成長に違いが見られることを、グラフから読
み取り表現すること〔２⑵〕

　設問２⑵については、p.30 参照。
　指導に当たっては、次のような点を充実
させることが必要である。

【生命・地球（地球）】 （県平均正答率：64.2％）（学校正答率： ％）

〇：方位を調べる器具（方位磁針）の使い方を理解すること〔１⑴〕

　設問１⑴の正答率については、80.2％で
あり、概ね良好である。今後も、太陽や月、
星などを観察する際に、方位磁針を用いて
方位の確認をしながら、適切に操作することができるような指導を行うことが大切である。

▼：月は 1日のうちでも時刻によって位置が変わることを理解すること〔１⑵〕

　設問１⑵の正答率については、50.3％で
あり、不十分である。要因としては、夜間
の観察が難しいため、体験を伴う活動が不
足し、月の位置の変化について十分にイ
メージをもてないことが考えられる。
　指導に当たっては、学校では観察ができない時間帯の月の位置の変化については、映像や模型、コン
ピュータシミュレーションなどを活用して、捉えることができるようにすることが必要である。

□予想や仮説を基に観察・実験の条件を考え、適切な方法を計画する学習活動を充実すること
（→　事例１）

□結果を基に自然の事物・現象のきまりについて考察し、適切に表現する学習活動を充実すること
（→　事例２）

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

７ ⑵ メダカの卵が変化してい
く順 87.8％ %

（県）Ｒ５：５⑶

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
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（県）Ｈ29：５⑵④
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・他者の考えや表現に触れながら再考し、適切な表現にする場面を設定すること

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
１ ⑴ 方位磁針の使い方 80.2％ %

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
１ ⑵ 月の位置の変化 50.3％ %

（県）Ｒ３：８⑴　　Ｈ28：２⑵

Ｒ８　小６理科
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（３）改善に向けた指導事例

ア　事例１
　予想や仮説を基に観察・実験の条件を考え、適切な方法を計画する学習活動を充実すること

①　問題と解答の状況
設問番号 領域・分野 出題のねらい 評価の観点

5⑷
物質・

エネルギー
（エネルギー）

電磁石の強さは導線の巻数によって変わることを理解し
ている

知識・技能

｜ 4｜

太郎さんたちは、科学クラブでおもちゃをつくっています。あとの問いに答えま
しょう。

太郎さんは、図１のように、レール、フック、豆電
球、かん電池を使い、手に持つフックが、レールにふ
れると電流が流れ、豆電球が点灯するおもちゃ①をつ
くりました。
⑴　　　　の部分のようなしくみにするためには、ど
のようなものでつくられたフックを使うとよいです
か。次のア～エからすべて選びましょう。
ア　木　　　イ　アルミニウム　　　ウ　鉄　　　エ　プラスチック

⑵　　　　の部分のようなしくみにするためには、かん電池などと導線をどのよう
につなげばよいですか。解答用紙の図にある を、線でつなぎましょう。

　 　花子さんは、図２のように、電
でん

磁
じ

石
しゃく

を使って、
クリップをつけた動物キャラクターを持ち上げる
おもちゃ②をつくりました。

⑶　スイッチを入れたとき、動物キャラクターが
持ち上がるようにするためには、どのようなも
のでつくられたクリップを使うとよいですか。
次のア～エから１つ選びましょう。
ア　木　　　イ　アルミニウム
ウ　鉄　　　エ　プラスチック

　 　太郎さんたちは、おもちゃ②について、次のよ
うに話しています。

⑷　花子さんは、電磁石を強くしたいと考えています。図２のおもちゃ②のみを
使って、電磁石を強くする方法を書きましょう。
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っ
た
導
線

クリップ

動物キャラクター

太郎さん

もっとたくさんの動物キャラクターが、いっしょに
持ち上がるようにできたらいいね。

花子さん

そうね。電磁石を強くしてみようかな。
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　 　太郎さんたちは、おもちゃ②について、次のよ
うに話しています。

⑷　花子さんは、電磁石を強くしたいと考えています。図２のおもちゃ②のみを
使って、電磁石を強くする方法を書きましょう。

5
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かん電池

フック

図２ おもちゃ②

電磁石 コイル
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クリップ

動物キャラクター

太郎さん

もっとたくさんの動物キャラクターが、いっしょに
持ち上がるようにできたらいいね。

花子さん

そうね。電磁石を強くしてみようかな。

｜ 4｜

太郎さんたちは、科学クラブでおもちゃをつくっています。あとの問いに答えま
しょう。

太郎さんは、図１のように、レール、フック、豆電
球、かん電池を使い、手に持つフックが、レールにふ
れると電流が流れ、豆電球が点灯するおもちゃ①をつ
くりました。
⑴　　　　の部分のようなしくみにするためには、ど
のようなものでつくられたフックを使うとよいです
か。次のア～エからすべて選びましょう。
ア　木　　　イ　アルミニウム　　　ウ　鉄　　　エ　プラスチック

⑵　　　　の部分のようなしくみにするためには、かん電池などと導線をどのよう
につなげばよいですか。解答用紙の図にある を、線でつなぎましょう。

　 　花子さんは、図２のように、電
でん

磁
じ

石
しゃく

を使って、
クリップをつけた動物キャラクターを持ち上げる
おもちゃ②をつくりました。

⑶　スイッチを入れたとき、動物キャラクターが
持ち上がるようにするためには、どのようなも
のでつくられたクリップを使うとよいですか。
次のア～エから１つ選びましょう。
ア　木　　　イ　アルミニウム
ウ　鉄　　　エ　プラスチック

　 　太郎さんたちは、おもちゃ②について、次のよ
うに話しています。

⑷　花子さんは、電磁石を強くしたいと考えています。図２のおもちゃ②のみを
使って、電磁石を強くする方法を書きましょう。
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太郎さん

もっとたくさんの動物キャラクターが、いっしょに
持ち上がるようにできたらいいね。

花子さん

そうね。電磁石を強くしてみようかな。

｜ 4｜

太郎さんたちは、科学クラブでおもちゃをつくっています。あとの問いに答えま
しょう。

太郎さんは、図１のように、レール、フック、豆電
球、かん電池を使い、手に持つフックが、レールにふ
れると電流が流れ、豆電球が点灯するおもちゃ①をつ
くりました。
⑴　　　　の部分のようなしくみにするためには、ど
のようなものでつくられたフックを使うとよいです
か。次のア～エからすべて選びましょう。
ア　木　　　イ　アルミニウム　　　ウ　鉄　　　エ　プラスチック

⑵　　　　の部分のようなしくみにするためには、かん電池などと導線をどのよう
につなげばよいですか。解答用紙の図にある を、線でつなぎましょう。

　 　花子さんは、図２のように、電
でん

磁
じ

石
しゃく

を使って、
クリップをつけた動物キャラクターを持ち上げる
おもちゃ②をつくりました。

⑶　スイッチを入れたとき、動物キャラクターが
持ち上がるようにするためには、どのようなも
のでつくられたクリップを使うとよいですか。
次のア～エから１つ選びましょう。
ア　木　　　イ　アルミニウム
ウ　鉄　　　エ　プラスチック

　 　太郎さんたちは、おもちゃ②について、次のよ
うに話しています。

⑷　花子さんは、電磁石を強くしたいと考えています。図２のおもちゃ②のみを
使って、電磁石を強くする方法を書きましょう。

5

図１おもちゃ①

レール

豆電球

かん電池

フック

図２ おもちゃ②

電磁石 コイル

鉄くぎ

スイッチ

かん電池

余
っ
た
導
線

クリップ

動物キャラクター

太郎さん

もっとたくさんの動物キャラクターが、いっしょに
持ち上がるようにできたらいいね。

花子さん

そうね。電磁石を強くしてみようかな。

正答例 誤答例
・余った導線を使って、コイルのまき数を増やす。
・鉄くぎにまく導線のまき数を増やす。

・電池を増やす。
・２００回巻に変える。

正答率（準正答率） 誤答率 無解答率
42.4％（2.8％） 53.3％ 4.2％

②　指導改善に向けて
　本設問の出題のねらいは、「電磁石の強さは導線の巻数によって変わることを理解している」であり、
正答率は 42.4％と不十分である。誤答としては、電磁石を強くする方法について、おもちゃ②のみを使っ
て強くする方法を解答するという題意を適切に捉えることができていないものが多くみられた。要因と
しては、実際の授業では、実験器具の種類や数などの限られた条件の中で実験方法について考えたり、
他者と話し合い、適切な実験方法について検討したりする学習活動が十分でないことが考えられる。
　指導に当たっては、問題解決の方法を考える場面において、条件制御の考え方を踏まえながら、他者
との学び合いや教師の問い返しなどを工夫し、適切な実験方法を計画する学習活動を充実させることが
必要である。

③　改善事例　第５学年「電流がつくる磁力」

Ｒ８　小６理科
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イ　事例２
　結果を基に自然の事物・現象のきまりについて考察し、適切に表現する学習活動を充実すること

①　問題と解答の状況
設問番号 領域・分野 出題のねらい 評価の観点

2⑵ 生命・地球
（生命）

身近な植物は、暖かい季節、寒い季節などによって成長
に違いが見られることを、グラフから読み取り表現する
ことができる。

思考・判断・表現

｜ 1｜

太
た

郎
ろう

さんは、月や星の動き方について調べています。次の問いに答えましょう。

⑴　月や星の方位を確にんするために、図１の器具を使うこと
にしました。正しい使い方となるように、次の（　　　）に
あてはまる方位を書きましょう。

　太郎さんは、同じ場所で午後５時、午後７時、午後９
時に月を観察し、図２のア～ウのように記録しました。

⑵　図２のウは、午後５時、午後７時、午後９時のどの
時こくの記録ですか。時こくを書きましょう。

　　太郎さんは、月の近くにある星や星
せい

座
ざ

を２時間おき
に観察して、分かったことをノートにまとめました。
【太郎さんのノート】

⑶　【太郎さんのノート】の（　　　）にあてはまる言葉を書きましょう。

花子さんは、育てたヘチマの観察記録をもとに、ヘチマの成長についてノートに
まとめています。あとの問いに答えましょう。
【花子さんのノート】

⑴ 【花子さんのノート】の①～④
にあてはまる観察記録を、右のア
～エからそれぞれ１つずつ選びま
しょう。

⑵　５月から10月の気温の変わり方とヘチマのくきののびについて、【花子さんの
ノート】のグラフから、どのようなことが分かりますか。「くきののび」という
言葉を使って、書きましょう。

1
図１

南

西

北

東

図１の器具を回して、はりの色のついた方に、（　　　　）の文字を合わせる。

西南

ア
イ

ウ

図２

星や星座は、時間がたつと、見える位置は変わるが、（　　　　）は変わら
ない。また、星の明るさや色、大きさは変わらない。

2

くきののび午前10時の平均気温

気温の変わり方とヘチマのくきののび（℃） （cm）
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くきがのび、
葉がふえた

｜ 1｜

太
た

郎
ろう

さんは、月や星の動き方について調べています。次の問いに答えましょう。

⑴　月や星の方位を確にんするために、図１の器具を使うこと
にしました。正しい使い方となるように、次の（　　　）に
あてはまる方位を書きましょう。

　太郎さんは、同じ場所で午後５時、午後７時、午後９
時に月を観察し、図２のア～ウのように記録しました。

⑵　図２のウは、午後５時、午後７時、午後９時のどの
時こくの記録ですか。時こくを書きましょう。

　　太郎さんは、月の近くにある星や星
せい

座
ざ

を２時間おき
に観察して、分かったことをノートにまとめました。
【太郎さんのノート】

⑶　【太郎さんのノート】の（　　　）にあてはまる言葉を書きましょう。

花子さんは、育てたヘチマの観察記録をもとに、ヘチマの成長についてノートに
まとめています。あとの問いに答えましょう。
【花子さんのノート】

⑴ 【花子さんのノート】の①～④
にあてはまる観察記録を、右のア
～エからそれぞれ１つずつ選びま
しょう。

⑵　５月から10月の気温の変わり方とヘチマのくきののびについて、【花子さんの
ノート】のグラフから、どのようなことが分かりますか。「くきののび」という
言葉を使って、書きましょう。

1
図１

南

西

北

東

図１の器具を回して、はりの色のついた方に、（　　　　）の文字を合わせる。

西南

ア
イ

ウ

図２

星や星座は、時間がたつと、見える位置は変わるが、（　　　　）は変わら
ない。また、星の明るさや色、大きさは変わらない。

2

くきののび午前10時の平均気温

気温の変わり方とヘチマのくきののび（℃） （cm）
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くきがのび、
葉がふえた正答例 誤答例

・気温が高くなると、くきののびが大きくなり、気
温が低くなると、くきののびが小さくなる。
・暑くなると、くきののびが大きくなり、すずしく
なると、くきののびが小さくなる。

・７、８月はくきののびが大きく、９、１０月
は小さい。

・気温が低くなると、くきはのびない。

正答率（準正答率） 誤答率 無解答率
50.6％（44.8％） 45.3％ 4.1％

②　指導改善に向けて
　本設問の出題のねらいは、「身近な植物は、暖かい季節、寒い季節などによって成長に違いが見られ
ることを、グラフから読み取り表現することができる」であり、正答率は 50.6％と不十分である。誤答
としては、気温の変わり方とくきののびの関係について、問題文やグラフにある言葉を適切に使いなが
ら表現することができていないものが多くみられた。また、気温が高くなるときと気温が低くなるとき
の両方について書かれている正答が少なかった。要因としては、実際の授業で、気温の変わり方やくき
ののびなどの着目すべき点が曖昧なまま、適切な言葉で表現する学習活動が不足していることが考えら
れる。また、実際の観察では、くきの長さが長くなるにつれて測定が難しくなり、特に秋以降の気温が
低くなるとくきののびが小さくなることについて実感が伴わないことなどが考えられる。
　指導に当たっては、必要に応じて教師から資料を提示し、比較できる十分な観察結果を基に思考でき
るようにすることが必要である。また、実験結果や資料から考察する場面において、着目する視点を明
確にし、他者の考えや表現に触れながら再考し、適切な表現にしていく学習活動を充実させることが大
切である。

③　改善事例　第４学年「季節と生物」
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（１）全体的な傾向
　令和８年度の平均正答率は 85.8％で、到達状況は概ね良好である。領域別では、「聞くこと」の領域
と「読むこと」の領域は、概ね良好である。「聞くこと」の領域では、簡単な語句や基本的な表現を聞
き取ることは良好であるが、具体的な情報を聞き取ることについては十分とはいえない。「書くこと」
の領域では、身近で簡単な事柄について、簡単な語句を書き写すことは概ね良好であるが、文字の読み
方が発音されるのを聞いて、活字体（小文字）を書くことについては十分とはいえない。

（２）領域・分野ごとの分析・考察

【聞くこと】 （県平均正答率：87.4％）（学校正答率： ％）

◎：身近で簡単な事柄について、簡単な語句や基本的な表現を聞き取ること〔２〕

　設問２の正答率については
97.8％であり、良好である。
今後も、身近で簡単な事柄に
ついて、目的や場面、状況な
どを設定し、簡単な語句や基本的な表現で話されたことを聞き取る活動を日々の授業で継続的に行うこ
とが大切である。また、話されたことをイラストや写真と結び付けるなどして、聞き取ることができた
という達成感を十分味わえるような指導を行うことも大切である。

◎：身近で簡単な事柄について、簡単な語句や基本的な表現で話される短い会話を聞いて、必要な情
報を得ること〔５〕

　設問５の正答率については
93.4％であり、良好である。
今後も、児童の日常生活に関
する身近な事柄について、短
い話を聞く場面を意図的に設
け、何を聞き取ればよいのかを明らかにし、目的意識をもった聞き方ができるように指導することが大
切である。

▼：日常生活に関する身近で簡単な事柄（お気に入りの場所）について、具体的な情報を聞き取ること
〔４⑵〕

　設問４⑵については、p.34
参照。
　指導に当たっては、次のよ
うな点を充実させることが大
切である。

県平均正答率 学校正答率
85.8％ ％小学校第６学年　英語

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

２
⑴ 注文した料理の聞き取り 99.3％ ％
⑵ 注文した料理の金額の聞き取り 96.4％ ％

（県）Ｒ５～７：２

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

５
⑴ 短い会話（文房具セットの中身）を 

聞いて、必要な情報を得ること 93.3％ ％

⑵ 短い会話（消しゴムの形状）を聞いて、
必要な情報を得ること 93.6％ ％

（県）Ｒ６、７：５

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

４ ⑵ 短い会話（その場所が好きな理由）の
聞き取り 21.9％ ％

（県）Ｒ６：事例１
（県）Ｒ５～７：４⑵

・聞き取る目的や場面、状況などを明確にした上で、簡単な語句にとどまらず、基本的な表現で話さ
れたことについても、その意味が分かるように指導すること
・理解した基本的な表現を、言語活動の中で繰り返し活用することで、表現の定着を図ることができ
るように指導すること

Ｒ８　小６英語
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【読むこと】 （県平均正答率：85.9％）（学校正答率： ％）

◎：日常生活に関する身近で簡単な事柄を内容とするものを読んで、自分が必要とする情報を得ること
〔８⑵〕

　設問８⑵の正答率について
は、96.0％と良好である。今
後も、写真や絵などの視覚教
材を活用し、児童に示している英語が表す内容と結び付けて理解できるように指導を継続していくこと
が大切である。

◇：日常生活に関する身近で簡単な事柄を内容とするものを推測しながら読んで、自分が必要とする
情報を得ること〔９〕

　設問９の正答率については、
75.3％であり、基準に到達し
ている。今後も、簡単な語句
や基本的な表現について、推
測しながら読むことができる
ように、理解を助ける写真や絵などの視覚教材を活用しながら、音声で慣れ親しんだ語句や基本的な表
現で書かれた文を読み、その意味を捉える活動を継続していくことが大切である。

【書くこと】 （県平均正答率：82.8％）（学校正答率： ％）

◇：相手に伝えるなどの目的をもって、身近で簡単な事柄について、簡単な語句を書き写すこと
〔10⑶〕

　設問10⑶の正答率は 77.2％
であり、基準に到達している。
一方で、語と語の区切りに課
題が見られ、空白を入れずに
続けて書いてしまう児童も見られる。今後も、語と語の区切りを意識して書き写す活動を継続すること
が大切である。

▽：文字の読み方が発音されるのを聞いて、活字体の小文字を書くこと〔７⑵〕

　設問７⑵については p.36 参
照。
　指導に当たっては、次のよ
うな点を充実させることが必
要である。

□目的や場面、状況などに応じて、語句や表現の意味を理解した上で、具体的な情報を聞き取る学習
活動を充実すること （→　事例１）
□中学年の学びを高学年の学びにつなげて指導する際に、「書くこと」において、正しく書くことを
児童自身が意識することができる学習活動を充実すること （→　事例２）

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

８ ⑵ 単語（science）を読んで意味を理解
すること 96.0％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

９
文章（町のおすすめの場所）を推測 
しながら読んで、必要な情報を得る 
こと

75.3％ ％

（県）Ｒ７：９　　Ｒ６：１０

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

10 ⑶ 目的・場面・状況に応じて自分ができる
ことを書き写すこと 77.2％ ％

（県）Ｒ７：10⑶　　Ｒ６：８⑶　　Ｒ５：９⑶

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
７ ⑵ アルファベットの小文字を書くこと（p） 61.1％ ％

（県）Ｒ６、７：事例２
（県）Ｒ６、７：７⑵　　Ｒ５：７⑶

・音声で基本的な表現に慣れ親しませた上で、「読むこと」「書くこと」の活動へと段階的につなぐこ
とができるように指導すること

・文字の高さや形を意識し、四線上に正しく書くことを児童自身が意識することができるように指導
すること

Ｒ８　小６英語
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（３）改善に向けた指導事例

ア　事例１
　目的や場面、状況などに応じて、語句や表現の意味を理解した上で、具体的な情報を聞き取
る学習活動を充実すること

①　問題と解答の状況
設問番号 領域・分野 出題のねらい 評価の観点

4⑵ 聞くこと
日常生活に関する身近で簡単な事柄（お気に入りの
場所）について、具体的な情報を聞き取ることがで
きる。

知識・技能

3 次に、問題3に移ります。サラさんが、警察官に郵便局までの道順をたずねています。サラさ
んと警察官の会話を聞いて、郵便局の場所を、次のア～エの中から１つ選びましょう。それでは、
始めます。

（間１秒）
サラ　：
警察官：
サラ　：
警察官：

サラ　：
警察官：
繰り返します。 （ ）

（間５秒）

4 次に、問題4に移ります。ひろしさんの学級では、英語の授業で友達のことをもっとよく知る
ために、友達と学校のお気に入りの場所について、インタビューをし合っています。ひろしさん
は、ゆみさんのお気に入りの場所とその理由について聞き取った情報を、ワークシートに日本語
でメモしました。次の【ワークシート】の⑴と⑵にあてはまる言葉を、日本語でそれぞれ書きま
しょう。それでは、始めます。

（間１秒）
ゆみ　： Hello, Hiroshi.

ひろし： Hi, Yumi.

ゆみ　： What’s your favorite place in this school?

ひろし： My favorite place is the library.  I like books.

 How about you, Yumi?

ゆみ　： I like the music room.

ひろし： Why?

ゆみ　： I like playing the piano.

ひろし： Oh, I see.

繰り返します。 （ ）
（間５秒）

3 次に、問題3に移ります。サラさんが、警察官に郵便局までの道順をたずねています。サラさ
んと警察官の会話を聞いて、郵便局の場所を、次のア～エの中から１つ選びましょう。それでは、
始めます。

（間１秒）
サラ　：
警察官：
サラ　：
警察官：

サラ　：
警察官：
繰り返します。 （ ）

（間５秒）

4 次に、問題4に移ります。ひろしさんの学級では、英語の授業で友達のことをもっとよく知る
ために、友達と学校のお気に入りの場所について、インタビューをし合っています。ひろしさん
は、ゆみさんのお気に入りの場所とその理由について聞き取った情報を、ワークシートに日本語
でメモしました。次の【ワークシート】の⑴と⑵にあてはまる言葉を、日本語でそれぞれ書きま
しょう。それでは、始めます。

（間１秒）
ゆみ　：
ひろし：
ゆみ　：
ひろし：

ゆみ　：
ひろし：
ゆみ　：
ひろし：
繰り返します。 （ ）

（間５秒）
｜ 2｜

　サラさんが、警
けい

察
さつ

官
かん

に郵
ゆう

便
びん

局
きょく

までの道順をたずねています。サラさんと警察官の
会話を聞いて、郵便局の場所を、次のア～エの中から１つ選びましょう。

　ひろしさんの学級では、英語の授業で友達のことをもっとよく知るために、友達
と学校のお気に入りの場所について、インタビューをし合っています。ひろしさん
は、ゆみさんのお気に入りの場所とその理由について聞き取った情報を、ワークシ
ートに日本語でメモしました。次の【ワークシート】の⑴と⑵にあてはまる言葉を、
日本語でそれぞれ書きましょう。

【ワークシート】

ア

スタート
サラさん 警察官

イ

エ

ウ

相手の名前 お気に入りの場所 理由

ゆみさん ⑴ ⑵

★聞いて分かったことをメモしましょう。

（リスニング問題文）

正答例 誤答例
・ピアノをひくことが好き ・ピアノが好き　・ピアノができる

・ピアノが得意
正答率（準正答率） 誤答率 無解答率
21.9％（0.1％） 76.5％ 1.6％

②　指導改善に向けて
　本設問の出題のねらいは、「日常生活に関する身近で簡単な事柄（お気に入りの場所）について、
具体的な情報を聞き取ることができる」であり、正答率は 21.9% と不十分である。“I like playing 
the piano.”を「ピアノをひくこと」という意味で捉えられておらず、「ピアノが好き」「ピアノができる」
のような誤答が多く見られた。要因としては、「聞くこと」の活動を行う際に、簡単な語句の理解
の指導にとどまり、基本的な表現の理解までの指導が不足していると考えられる。
　指導に当たっては、中学年の外国語活動で音声に十分慣れ親しんだことを踏まえて、高学年の外
国語科では、聞き取る目的や場面、状況などを明確にした上で、自分のことや簡単な事柄については、
簡単な語句にとどまらず、基本的な表現で話されたことについても聞き取ることができるような指
導が必要である。
　単元を通して扱う語句や表現を繰り返し聞いたり、それらを用いて意味のあるやり取りをしたり
することで、基本的な表現の定着を図るようにすることも必要である。また、繰り返し聞くことに
よって英語の語順に気付くように指導することも大切である。

Ｒ８　小６英語
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③　改善事例　第５学年（学年段階や学習段階に応じて）

Ｒ８　小６英語
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イ　事例２
　中学年の学びを高学年の学びにつなげて指導する際に、「書くこと」において、児童自身が
正しく書くことを意識することができる学習活動を充実すること

①　問題と解答の状況
設問番号 領域・分野 出題のねらい 評価の観点

7⑵ 書くこと
文字の読み方が発音されるのを聞いて、活字体の小
文字を書くことができる。

知識・技能

（リスニング問題文）

6 次に、問題6に移ります。さくらさんの学級では、英語の授業で、自分の家族について紹介す
る学習をしています。さくらさんは、あとのア～ウの３枚のスライドを見せながら、お母さんを
紹介します。さくらさんは、ア～ウのスライドを、どのような順番で見せるとよいでしょうか。
話している順番になるように、１つずつスライドを選びましょう。それでは、始めます。

（間１秒）

繰り返します。 （ ）
（間５秒）

7 次に、問題7に移ります。次の⑴～⑶の指示に合わせて、解答用紙の４線の上にていねいに書
きましょう。それでは、始めます。

（間１秒）
⑴　読まれたアルファベットを、大文字で書きましょう。

繰り返します。 （ ）
（間５秒）

⑵　アルファベットを３つ読みます。１つ目に読まれたアルファベットを小文字で書きましょう。

繰り返します。 （ ）
（間５秒）

⑶　ルーシー先生の名前のつづりを読みます。次の□に入るアルファベットを、小文字で書きま
しょう。

繰り返します。 （ ）
（間５秒）

　これで、音声を聞いて答える問題を終わります。（チャイム）

6 次に、問題6に移ります。さくらさんの学級では、英語の授業で、自分の家族について紹介す
る学習をしています。さくらさんは、あとのア～ウの３枚のスライドを見せながら、お母さんを
紹介します。さくらさんは、ア～ウのスライドを、どのような順番で見せるとよいでしょうか。
話している順番になるように、１つずつスライドを選びましょう。それでは、始めます。

（間１秒）

繰り返します。 （ ）
（間５秒）

7 次に、問題7に移ります。次の⑴～⑶の指示に合わせて、解答用紙の４線の上にていねいに書
きましょう。それでは、始めます。

（間１秒）
⑴　読まれたアルファベットを、大文字で書きましょう。

繰り返します。 （ ）
（間５秒）

⑵　アルファベットを３つ読みます。１つ目に読まれたアルファベットを小文字で書きましょう。
p-e-n

繰り返します。 （ ）
（間５秒）

⑶　ルーシー先生の名前のつづりを読みます。次の□に入るアルファベットを、小文字で書きま
しょう。

繰り返します。 （ ）
（間５秒）

　これで、音声を聞いて答える問題を終わります。（チャイム）

6 次に、問題6に移ります。さくらさんの学級では、英語の授業で、自分の家族について紹介す
る学習をしています。さくらさんは、あとのア～ウの３枚のスライドを見せながら、お母さんを
紹介します。さくらさんは、ア～ウのスライドを、どのような順番で見せるとよいでしょうか。
話している順番になるように、１つずつスライドを選びましょう。それでは、始めます。

（間１秒）

繰り返します。 （ ）
（間５秒）

7 次に、問題7に移ります。次の⑴～⑶の指示に合わせて、解答用紙の４線の上にていねいに書
きましょう。それでは、始めます。

（間１秒）
⑴　読まれたアルファベットを、大文字で書きましょう。

繰り返します。 （ ）
（間５秒）

⑵　アルファベットを３つ読みます。１つ目に読まれたアルファベットを小文字で書きましょう。

繰り返します。 （Repeat）
（間５秒）

⑶　ルーシー先生の名前のつづりを読みます。次の□に入るアルファベットを、小文字で書きま
しょう。

繰り返します。 （ ）
（間５秒）

　これで、音声を聞いて答える問題を終わります。（チャイム）

正答 誤答例

p
⑵ p p

四線上の正しい位置に
書いていない。

pb
正しい形で
書いていない。

正答率 誤答率 無解答率
61.1％ 37.7％ 1.2％

②　指導改善に向けて
　本設問の出題のねらいは、「文字の読み方が発音されるのを聞いて、活字体の小文字を書くこと
ができる」である。ここでは、上記のような誤答が多く見られた。要因としては、音声と文字を結
び付ける指導や四線上に正しく書く指導が不十分であることが考えられる。
　指導に当たっては、中学年における外国語活動で、音声や基本的な表現に慣れ親しみ、外国語学
習への動機付けを高めた上で、高学年から発達の段階に応じて「読むこと」「書くこと」を段階的
に指導することが大切である。その際、文字の高さや形、四線上の位置に気を付けて書くように働
きかけることで、正しく書くことができているかを児童自身が意識できるようにすることも必要で
ある。

Ｒ８　小６英語
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③　改善事例　第５学年　「Who is your hero?」東京書籍　「My hero is my brother.」光村図書

Ｒ８　小６英語
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中学校 第３学年
「社会」「理科」
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（１）全体的な傾向

　令和８年度の平均正答率は 52.7％で、到達状況は不十分である。地理的分野、歴史的分野ともに、複
数の資料から読み取った情報を基に、社会的事象の意味や意義などを考察し、適切に表現することにつ
いては、依然として課題が見られる。また、地図やグラフなどの資料から、課題の解決につながる情報
を読み取ることについても課題が見られる。

（２）領域・分野ごとの分析・考察

【地理的分野】 （県平均正答率：52.5％）（学校正答率： ％）

〇：中心からの距離と方位が正しい地図を活用し、世界各地の位置関係や中心からの方位を捉えること
〔１⑴②③〕

　設問１⑴の正答率については、88.7％であ
り、概ね良好である。今後も、面積の正しい
地図や中心からの距離と方位の正しい地図な
ど、目的に応じた様々な地図があることを取
り上げ、それらの特色に留意して適切に活用
できるように指導することが大切である。

◇：日本周辺の漁場について理解すること〔４⑷〕

　設問４⑷の正答率については、72.8％であ
り、基準に到達している。今後も、海洋に囲
まれた日本の国土の特色など、日本の自然環
境に関する基礎的・基本的な知識の定着を図
ることが大切である。

▼：北アメリカ州の農業について複数の資料を基に考察し、適切に表現すること〔１⑵②〕

　設問１⑵②については、p.42 参照。
　指導に当たっては、次のような点を充実さ
せることが必要である。

▼：工業地域の特色について、複数の資料を基に考察し、適切に表現すること〔４⑹〕

　設問４⑹の正答率については、3.9％であ
り、不十分である。
　指導に当たっては、地理的な見方・考え方
を働かせ、複数の資料から読み取った情報を比較したり関連付けたりして、産業の地域的分業の様子に
ついて考察し、適切に表現する学習活動を充実させることが必要である。

中学校第３学年　社会 県平均正答率 学校正答率
52.7％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

４ ⑷ 日本周辺の漁場
（潮目・潮境） 72.8％ ％

（県）Ｒ５：４⑵

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

１ ⑵② 北アメリカ州の農業の
特徴 5.8％ ％

（県）Ｒ２：１⑸②

・資料の数値などを基に、課題解決につながる情報を正確に読み取る学習活動を充実させること
・不十分な表現が見られた場合は、資料中の数値を基に説明させるなど、社会的事象の説明に当たっ
て適切な表現となるよう問い返しをすること

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

４ ６ 日本の工業（工業地域
の立地の特色） 3.9％ ％

Ｒ８　中３社会

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

１
⑴② 東京からの距離

（正距方位図法） 94.6％ ％

⑴③ 東京からの方位
（正距方位図法） 82.7％ ％

（県）Ｒ５：１⑴②
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【歴史的分野】 （県平均正答率：52.8％）（学校正答率： ％）

◇：産業革命後の欧米諸国の労働問題について資料を基に考察し、適切に表現すること〔５⑵〕

　設問５⑵の正答率については、70.6％であ
り、基準に到達している。今後も、資料から
学習上の課題の解決につながる情報を読み取
ることができるように指導することが大切で
ある。

▽：中世の基礎・基本となる歴史上の人物について理解すること〔３⑴〕

　設問３⑴の正答率については、64.9％であ
り、十分とはいえない。
　指導に当たっては、歴史上の人物について、
網羅的に羅列する学習にならないよう、その人物の果たした歴史的、社会的な役割などについて、多面
的・多角的に考察し、具体的に捉えることができるような学習活動を充実させることが必要である。

▼：藤原氏や平氏が政治上の権力をにぎることができた理由について、複数の資料を基に考察し、 
適切に表現すること〔２⑸〕

　設問２⑸については、p.44 参照。
　指導に当たっては、次のような点を充実さ
せることが必要である。

▼：開国後の主な貿易相手国の変化の背景について、複数の資料を基に考察し、適切に表現すること
〔５⑷②〕

　設問５⑷②の正答率については、21.6％で
あり、不十分である。
　指導に当たっては、複数の資料から読み
取った情報を基に、歴史的な見方・考え方を働かせ、歴史的事象の原因や影響について多面的・多角的
に考察し、適切に表現する学習活動を充実させることが必要である。

□社会的事象の特色について、資料から正確に読み取った情報を基に、考察したことを適切に表現 
する力を育成すること （→　事例１）
□資料から学習上の課題の解決につながる情報を読み取り、既習の知識と関連付けて多面的・多角的
に考察し、前の時代との類似や差異を明確にして適切に表現すること （→　事例２）

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
５ ⑵ 産業革命の問題点 70.6％ ％

（県）Ｒ５：５⑶

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

３ ⑴ 歴史上の人物
（フビライ・ハン） 64.9％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

２ ⑸ 藤原氏や平氏が栄えた
理由 14.9％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

５ ⑷② 開国後の主な貿易相手
国の変化の背景 21.6％ ％

複数の資料から読み取った情報を、既習の知識と関連付けて多面的・多角的に考察し、前の時代との
類似や差異を明確にして、適切に表現すること

Ｒ８　中３社会
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（３）改善に向けた指導事例

ア　事例１
　社会的事象の特色について、資料から正確に読み取った情報を基に、考察したことを適切に
表現する力を育成すること

①　問題と解答の状況
設問番号 領域・分野 出題のねらい 評価の観点

1⑵② 地理的分野
北アメリカ州の農業について複数の資料を基に考察
し、適切に表現すること

思考・判断・表現
資料活用の技能

｜ 1｜

地図や資料を見て、あとの問いに答えなさい。

⑴　地図は東京を中心として、距離と方位を正しく表した図法である。次の①～④の問いに答えなさい。

①　Aの大陸名と、Bの海洋名を書きなさい。

②　地図の都市のうち、東京から最も近い都市はどこか、次のア～エから１つ選びなさい。
ア　シンガポール　　　　　　　　　　　　　イ　ヘルシンキ
ウ　ニューヨーク　　　　　　　　　　　　　エ　ブエノスアイレス

③　地図において、東京から見たシアトルの方位を８方位で書きなさい。

④　次のア～エの気温と降水量を表したグラフは、地図のヘルシンキ、東京、シンガポール、ブエ
ノスアイレスのいずれかのものである。ヘルシンキのグラフを、次のア～エから１つ選びなさい。

1

ニューヨーク

シアトル

ヘルシンキ

東京

シンガポール

ブエノスアイレス

1000km

5000km

10000km

15000km

A

B

［地図］

（令和７年度「理科年表」より作成）
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年平均気温　5.9℃
年降水量　　673mm

エ
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⑵　アメリカ合衆国について、次の①～③の問いに答えなさい。

①　北緯37度付近から南に位置し、温暖な気候で、航空宇宙産業やコンピュータなどの先端技術産
業が発達した地域を何というか、次のア～エから１つ選びなさい。
ア　経済特区　　　イ　サンベルト　　　ウ　太平洋ベルト　　　エ　シリコンバレー

②　資料１は、アメリカ合衆国の農業地域をまとめ
たものである。アメリカ合衆国の放牧が、どのよ
うな自然条件で行われているのか、資料２と資料
３をもとに、放牧がさかんな地域の自然条件を、
年降水量と標高の値を使って書きなさい。

③　下の は、アメリカ合衆国への移住者について、資料４から資料６をもとに考えられるこ
とをまとめたものである。下の の中の Ｘ に当てはまる言葉を書きなさい。

［資料１］アメリカ合衆国の農業地域

酪農 酪農
小麦

小麦
綿花

その他の
農作物

とうも
ろこし

地
中
海
式
農
業

放
牧

［資料２］アメリカ合衆国の年降水量

1000mm

1000mm

1000mm500mm 500mm

500mm

500mm
250mm

［資料３］アメリカ合衆国の標高

低い 高い

200m 500m

［資料６］ 従業者の平均賃金（月収換
算）の国別比較（2020年）

国名 平均賃金

アメリカ合衆国 4502

中華人民共和国 847

メキシコ 328

フィリピン 307

インド 230
（『世界国勢図会 2022/23』より作成）

※賃金は米ドル換算

［資料４］ アメリカ合衆国の国外から
の移住者の出身国（2020年）

5063
万人

21.4％

その他
64.8％

5.4％
4.3％

4.1％

メキシコ
インド

中華人民
共和国

フィリピン

（『世界国勢図会 2023/24』より作成）

［資料５］アメリカ合衆国の民族分布

0 500km

カナダ

メキシコ

アラスカ

アフリカ系の人々が
20％以上の州

（2020年）
（UnitedStates Census）

アジア系の人々が
5％以上の州

ヒスパニック※の人々が
20％以上の州
いずれにも当てはまらない州

ハワイ

※ヒスパニック… メキシコや中央アメリカなどの
国々から移住してくるスペイン
語を話す人々

　アメリカ合衆国への移住者について、資料４を見ると、メキシコからの移住者が多く、資
料５を見ると、ヒスパニックの人々などメキシコからの移住者は、特にアメリカ合衆国南部
の州に多い。これらの理由を資料５と資料６をもとに考えると、ヒスパニックの人々など、
メキシコからの移住者は、 Ｘ ということが考えられる。
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［資料５］アメリカ合衆国の民族分布
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アジア系の人々が
5％以上の州

ヒスパニック※の人々が
20％以上の州
いずれにも当てはまらない州

ハワイ

※ヒスパニック… メキシコや中央アメリカなどの
国々から移住してくるスペイン
語を話す人々

　アメリカ合衆国への移住者について、資料４を見ると、メキシコからの移住者が多く、資
料５を見ると、ヒスパニックの人々などメキシコからの移住者は、特にアメリカ合衆国南部
の州に多い。これらの理由を資料５と資料６をもとに考えると、ヒスパニックの人々など、
メキシコからの移住者は、 Ｘ ということが考えられる。

正答例 誤答例
放牧は、年降水量が 250mm～
500mmであり、標高が 500m
より高い地域で行われている。

・標高が高く、年降水量が少ない。
・年降水量が 250mmで、標高が 500m以上である地域。
・標高が高く、降水量が 250mmと少ない。

正答率 誤答率 無解答率
5.8％ 85.5％ 8.6％

②　指導改善に向けて
　本設問の出題のねらいは、「北アメリカ州の農業について複数の資料を基に考察し、適切に表現
することができる」であり、正答率は、5.8％と不十分である。誤答については、標高と年降水量に
着目し、放牧がさかんな地域の特色を大まかに捉えることはできているが、数値を使って表現して
いない解答が見られた。また、資料中の数値を用いて表現しているが、数値の読み取りが正確では
ない解答も多く見られた。要因としては、課題解決につながる情報を、資料から正確に読み取る学
習活動が不十分であることや、資料から読み取った情報を正しく用いて表現することができるよう
にする指導が不十分であったことが考えられる。
　指導に当たっては、資料の読み取りが不十分であったり、誤った表現が見られたりした際には問
い返しを行い、課題の解決に必要な情報を資料から正しく読み取り、考察したことを適切に表現す
ることができるようにする学習活動を充実させることが必要である。

Ｒ８　中３社会
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③　改善事例　第１学年　「世界の諸地域　北アメリカ州」

Ｒ８　中３社会
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イ　事例２
　資料から学習上の課題の解決につながる情報を読み取り、既習の知識と関連付けて多面的・
多角的に考察し、前の時代との類似・差異を明確にして適切に表現すること

①　問題と解答の状況
設問番号 領域・分野 出題のねらい 評価の観点

2⑸ 歴史的分野
藤原氏や平氏が政治上の権力をにぎることができた
理由について複数の資料を基に考察し、適切に表現
することができる。

思考・判断・表現

｜ 3｜

年表や資料を見て、あとの問いに答えなさい。

⑴　下線部ⓐについて、この時代の「中国」は何と呼ばれていたか、その国名を次のア～エから１つ
選びなさい。
ア　漢　　　イ　唐　　　ウ　隋　　　エ　魏

⑵　下線部ⓑについて、この改革を何というか、書きなさい。

⑶　Ｘの期間について、このころ栄えた文化と最もかかわりの深いものを、次のア～エから１つ選び
なさい。

⑷　Ｙの期間について、このころ高野山に金剛峯寺を建て、真言宗を広めた人物は誰か、書きなさい。

⑸　Ａ、Ｂについて、藤原道長と平清盛は、なぜ政治の実権をにぎることができたのか、資料１と資
料２をもとに、両者に共通する点にふれて書きなさい。

2

年 おもなできごと

607

645

710

794

1016

1167

小野妹子らがⓐ中国に派遣される

中大兄皇子らが蘇我氏を倒してⓑ政治改革を始める

都が平城京に移される

都が平安京に移される　

藤原道長が摂政になる…………………………………Ａ

平清盛が太政大臣になる………………………………Ｂ

Ｘ

Ｙ

［年表］

ア イ ウ エ

［資料１］藤原氏の系図

道長

頼通教通一条
三条

後一条

後朱雀

後冷泉

彰子
妍子

威子

嬉子

みちなが

よりみちのりみちいちじょう

さんじょう

　ご　いちじょう

 ご  す ざく

 ご れいぜい

しょう し 

けん し 

い　し

き　し

［資料２］平氏の系図

重盛

清盛

宗盛

崇徳

高倉

安徳

鳥羽

後白河

徳子
しげもり

きよもり

むねもり

 す とく

たかくら

あんとく

と　ば

 ご しらかわ

とく こ 

資料１、資料２ともに
は天皇を示している
（下線）は女性を示している
（二重線）は婚姻関係を示している
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資料１、資料２ともに
は天皇を示している
（下線）は女性を示している
（二重線）は婚姻関係を示している

正答例 誤答例
・どちらも自分の娘を天皇と結婚させ、生まれ
た子どもを天皇にすることで、天皇との血縁
関係を深めることができたから。
・どちらも自分の娘を天皇と結婚させ、生まれ
た子どもを天皇にすることで、権力を強める
ことができたから。

・自分の娘を天皇と結婚させて、政治の実権を
にぎったから。
・娘を天皇と結婚させて、摂政になることで政
治の実権をにぎったから。
・自分の娘を天皇と結婚させ、摂関政治を行っ
たから。

正答率 誤答率 無解答率
14.9％ 72.6％ 12.6％

②　指導改善に向けて
　本設問の出題のねらいは、「藤原氏や平氏が政治上の実権をにぎることができた理由について、
複数の資料を基に考察し、適切に表現することができる」であり、正答率は 14.9％と不十分である。
誤答としては、「娘を天皇と結婚させる」ことに触れているが、「生まれた子を天皇にする」ことに
言及していない解答や「摂政」「摂関政治」のように、藤原氏のみに当てはまる内容について書か
れた解答が見られた。要因としては、その時代の政治の特色について、複数の資料から課題の解決
につながる情報を読み取り、前の時代の政治との類似や差異に着目して考察し、表現する活動が不
十分であることが考えられる。
　指導に当たっては、複数の資料から学習上の課題の解決につながる情報を読み取り、読み取った
ことを既習の知識と関連付けて多面的・多角的に考察し、それぞれの時代の特色について、前の時
代との類似や差異を明確にしながら説明する学習活動を充実させることが必要である。

Ｒ８　中３社会
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③　改善事例　第１学年　「武家政治の成立とユーラシアの交流」

Ｒ８　中３社会
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Ｒ８　中３理科

（１）全体的な傾向

　令和８年度の平均正答率は 48.9％で、到達状況は不十分である。領域別では、「生命」を柱とする領域は、
６年度より 7.7 ポイント上回っており、到達状況は基準に達している。また、「エネルギー」を柱とする
領域は、６年度より 14.1 ポイント、「地球」を柱とする領域は、６年度より 18.4 ポイント下回っており、
それぞれ到達状況は不十分である。

（２）領域・分野ごとの分析・考察

【第１分野　「エネルギー」を柱とする領域】 （県平均正答率：40.1％）（学校正答率： ％）

▽：音の伝わり方を理解すること〔４⑴〕

　設問４⑴の正答率については、61.0％で
あり、十分とはいえない。要因としては、
音はものが振動することによって生じ、空
気中などを伝わることを理解する学習活動が不十分であることが考えられる。
　指導に当たっては、二つのおんさの共鳴現象や真空鈴の実験などを行うことを通して、音を伝える物
質の存在が必要であることを理解できるような学習活動を充実させることが必要である。

▼：ギターを演奏する様子から生じた新たな疑問を解決するために、適切な課題を考えること〔４⑷〕

　設問４⑷については、p.48 参照。
　指導に当たっては、次のような点を充実
させることが必要である。

【第１分野　「粒子」を柱とする領域】 （県平均正答率：45.6％）（学校正答率： ％）

〇：物質が水に溶けている様子について理解すること〔３⑵〕

　設問３⑵の正答率については、83.0％で
あり、概ね良好である。
　今後も、物質の水への溶解を粒子のモデ
ルを用いて微視的に捉えることができるよ
うにするとともに、粒子のモデルで均一になる様子について説明することができるような指導を行うこ
とが大切である。

▼：酸化銀の分解における化学反応式を理解すること〔６⑶化学反応式〕

　設問６⑶化学反応式の正答率については、
23.6％であり、不十分である。要因として
は、化学変化において、原子や分子のモデ
ルと化学式を関連付けて理解する学習活動
が不十分であることが考えられる。
　指導に当たっては、モデルを用いて目に見えない原子や分子をイメージしやすいように工夫するとと
もに、化学反応式で表すことは、化学変化に関係する原子や分子の種類や数を捉える上で有効であるこ
とに気付くことができるような指導を行うことが必要である。

中学校第３学年　理科 県平均正答率 学校正答率
48.9％ ％

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
４ ⑴ 音の伝わり方 61.0％ %

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

４ ⑷ 疑問を解決するための課
題の設定【構想】 26.0％ %

・習得した知識を基に、新たな疑問をもつことができるような事物・現象や資料を提示すること
・実際に理科室で解決することが可能であるかを考え、実験結果を比較する上で必要な条件などを明
確にして、自分の考えをより妥当なものにするよう促すこと

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
３ ⑵ 水溶液の粒子モデル 83.0％ %

（県）Ｈ26：４⑵

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

６ ⑶化学
反応式

酸化銀の分解の化学反応
式 23.6％ %

（県）Ｒ６：７⑴　　Ｒ５：６⑶
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Ｒ８　中３理科

【第２分野　「生命」を柱とする領域】 （県平均正答率：74.1％）（学校正答率： ％）

◎：卵生のグループに分類できる動物について理解すること〔１⑵〕

　設問１⑵の正答率については、90.0％で
あり、良好である。
　今後も、動物の外部形態の観察を行い、
その観察記録などから動物の体の基本的なつくりを理解するとともに、動物は共通点や相違点に基づい
て分類できることを見いだして理解できるような指導を行うことが大切である。

▼：動物の特徴を比較し、分類の観点を考えること〔１⑶〕

　設問１⑶については、p.50 参照。
　指導に当たっては、次のような点を充実
させることが必要である。

【第２分野　「地球」を柱とする領域】 （県平均正答率：35.9％）（学校正答率： ％）

▼：柱状図と地図を関連付け、地層の傾きを考えること〔５⑶〕

　設問５⑶の正答率については、34.7％で
あり、不十分である。要因としては、柱状
図から地層の重なり方や広がり方を理解す
る学習活動が不十分であることが考えられ
る。
　指導に当たっては、地層の重なり方や広がり方の規則性について、地表からの深さを基準とした柱状
図を基に、標高を基準とした図で捉えなおすなど、空間的な見方から地層の様子を捉えることができる
ようにすることが必要である。

▼：冬の太平洋側に見られる特徴的な気象の状況を理解すること〔８⑴Ｙ〕

　設問８⑴Ｙの正答率については、8.3％
であり、不十分である。要因としては、大
気の上昇や下降に伴い気温や湿度が変化す
ることと気象の状況との関係性について理解する学習活動が不十分であることが考えられる。
　指導に当たっては、気圧配置と風の吹き方や雲の発生の仕組みとの関係を見いだすことができるよう
にするとともに、天気図や気象衛星画像から、季節ごとの日本の天気の特徴を日本周辺の気団と関連付
けて理解できるようにすることが必要である。

□習得した自然の事物・現象に関する知識・技能を活用して問題を見いだし、問題解決を行う学習活
動を充実すること （→　事例１）
□分類の結果を比較することを通して、多様な観点から考察する学習活動を充実すること
  （→　事例２）

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
１ ⑵ 卵生に分類される動物 90.0％ %

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
１ ⑶ 動物の分類の観点 52.7％ %

（県）Ｒ５：１⑷

・既習の生物の共通点や相違点を基に、観点や基準を見いだす場面を設定すること
・分類の結果を比較することを通して、観点や基準が変わると分類の結果が変わることに気付くこと
ができるような場面を設定すること
・別の生物を当てはめ、どの仲間に分類できるかを考える場面や、分類の意味に気付くことができる
ような場面を設定すること

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率
５ ⑶ 地層の傾き【分析・解釈】 34.7％ %

（県）Ｒ５：５⑵　　Ｒ３：３⑵

設問番号 問題の内容 県平均正答率 学校正答率

８ ⑴Ｙ 冬の太平洋側に見られる
特徴的な気象の状況 8.3％ %
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（３）改善に向けた指導事例

ア　事例１
　習得した自然の事物・現象に関する知識・技能を活用して問題を見いだし、問題解決を行う学
習活動を充実すること

①　問題と解答の状況
設問番号 領域・分野 出題のねらい 評価の観点

4⑷
第１分野

「エネルギー」
を柱とする領域

ギターを演奏する様子から生じた新たな疑問を解決する
ために、適切な課題を考えることができる。

思考・判断・表現

｜ 3｜

花子さんは、音の大きさや高さと振動のようすとの関係を調べるため、次のような実験を行い、レ
ポートにまとめました。あとの問いに答えなさい。

⑴　音の伝わり方について説明している文として適切なものを、次のア～エから１つ選びなさい。
ア　音は水中でも真空中でも伝わる。
イ　音は水中では伝わるが、真空中では伝わらない。
ウ　音は水中では伝わらないが、真空中では伝わる。
エ　音は水中でも真空中でも伝わらない。

⑵　画面に表示された波の形において、振幅を表しているものを、
図４のア～エから１つ選びなさい。

⑶　【方法】の④で、画面に表示された波の形として適切なものを、
次のア～エから１つ選びなさい。

　花子さんは、レポートをまとめた後、友達がギターを演奏するようすを見て、新たな疑問をもちま
した。

⑷　花子さんの新たな疑問を、実験を行って解決するためには、どのような課題を設定すればよいか、
書きなさい。

4

レポートの一部

【方法】

①図１のように、マイクとコンピュータを
使い、モノコードから出る音を、波の形
で画面に表示できるようにして、音の大
きさや高さを調べる。

②モノコードの弦を指ではじいて音を出し、
画面に表示された波の形を分析する。こ
の音を基準の音とする。

③基準の音を出したときと比べて、ことじの位置だけを変え、はじく弦の長さを長くして音を出
し、画面に表示された波の形を分析する。

④基準の音を出したときと比べて、ねじだけを調節し、弦の張りの強さを弱くして音を出し、画
面に表示された波の形を分析する。

【結果】

・【方法】の②では、画面に表示された波の形は図２のよう
になった。

・【方法】の③では、【方法】の②に比べて低い音が出て、
画面に表示された波の形は図３のようになった。

弦の張りの強さを
調節するねじ弦をはじく場所

ことじ

モノコード
マイク

図１ コンピュータ

図２ 図３

ア　

イ　

ウ　 エ　

図４

ア　 イ　 ウ　 エ　

新たな疑問

　ギターには、太さの異なる弦が６本あり、友達は、そのギターを弾きなが
ら、様々な高さの音を出していた。なぜ高さの異なる音が出せるのかな。

｜ 3｜

花子さんは、音の大きさや高さと振動のようすとの関係を調べるため、次のような実験を行い、レ
ポートにまとめました。あとの問いに答えなさい。

⑴　音の伝わり方について説明している文として適切なものを、次のア～エから１つ選びなさい。
ア　音は水中でも真空中でも伝わる。
イ　音は水中では伝わるが、真空中では伝わらない。
ウ　音は水中では伝わらないが、真空中では伝わる。
エ　音は水中でも真空中でも伝わらない。

⑵　画面に表示された波の形において、振幅を表しているものを、
図４のア～エから１つ選びなさい。
⑶　【方法】の④で、画面に表示された波の形として適切なものを、
次のア～エから１つ選びなさい。

　花子さんは、レポートをまとめた後、友達がギターを演奏するようすを見て、新たな疑問をもちま
した。

⑷　花子さんの新たな疑問を、実験を行って解決するためには、どのような課題を設定すればよいか、
書きなさい。

4

レポートの一部

【方法】

①図１のように、マイクとコンピュータを
使い、モノコードから出る音を、波の形
で画面に表示できるようにして、音の大
きさや高さを調べる。

②モノコードの弦を指ではじいて音を出し、
画面に表示された波の形を分析する。こ
の音を基準の音とする。

③基準の音を出したときと比べて、ことじの位置だけを変え、はじく弦の長さを長くして音を出
し、画面に表示された波の形を分析する。

④基準の音を出したときと比べて、ねじだけを調節し、弦の張りの強さを弱くして音を出し、画
面に表示された波の形を分析する。

【結果】

・【方法】の②では、画面に表示された波の形は図２のよう
になった。

・【方法】の③では、【方法】の②に比べて低い音が出て、
画面に表示された波の形は図３のようになった。

弦の張りの強さを
調節するねじ弦をはじく場所

ことじ

モノコード
マイク

図１ コンピュータ

図２ 図３

ア　

イ　

ウ　 エ　

図４

ア　 イ　 ウ　 エ　

新たな疑問

　ギターには、太さの異なる弦が６本あり、友達は、そのギターを弾きなが
ら、様々な高さの音を出していた。なぜ高さの異なる音が出せるのかな。

正答例 誤答例
弦の太さと音の高さには、どのような関係がある
のだろうか。

・なぜ、高さの異なる音を出せるのか。
・弦の太さや張りの強さと音の大きさや高さには、
どのような関係があるか。

正答率（準正答率） 誤答率 無解答率
26.0％（0.4％） 56.8％ 17.3％

②　指導改善に向けて
　本設問の出題のねらいは、「ギターを演奏する様子から生じた新たな疑問を解決するために、適切な
課題を考えることができる。」であり、正答率は 26.0％と不十分である。誤答については、弦の太さと
音の高さの関係性に着目できていない内容が多く見られた。また、無解答も多く見られた。要因として
は、習得した自然の事物・現象に関する知識・技能を活用して新たな問題を見いだし、解決可能な課題
を生徒自身が設定する学習活動が不十分であることが考えられる。
　指導に当たっては、新たな問題を見いだし、解決可能な課題を生徒自身が設定して問題解決を行い、
探究の過程を振り返ることから、次の新たな問題を見いだすなど、探究の過程を繰り返し行う学習活動
を充実させることが大切である。その際、既習の内容を基に問題が実際に解決できるかどうかに着目し、
計画の立案の場面では、実験結果を比較する上で必要な条件などを明確にして、自分の考えをより妥当
なものにする学習活動を充実させることが必要である。

③　改善事例　第１学年「身近な物理現象（力の働き）」

Ｒ８　中３理科
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Ｒ８　中３理科
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イ　事例２
　分類の結果を比較することを通して、多様な観点から考察する学習活動を充実すること

①　問題と解答の状況
設問番号 領域・分野 出題のねらい 評価の観点

1⑶
第２分野
「生命」

を柱とする領域
動物の特徴を比較し、分類の観点を考えることができる。 思考・判断・表現

｜ 1｜

花子さんは、ハト、フナ、トカゲ、ウサギの４種類のセキツイ動物について、特徴をもとに分類し
て、ノートにまとめました。あとの問いに答えなさい。

⑴　母親の体内で、ある程度成長してから子をうむようななかまのふやし方を何というか、ノートの
Ｘに当てはまる言葉を書きなさい。
⑵　卵生のグループに分類できる動物を、次のア～エから２つ選びなさい。

ア　イヌ　　　　イ　カエル　　　　ウ　カメ　　　　エ　ネズミ
⑶　卵生のグループであるハト、フナ、ト
カゲは、卵の特徴に注目すると、さらに
右の表のように分類できる。表のＹに当
てはまる言葉を書きなさい。

⑷　セキツイ動物を、次のア～オの５つのグループに分類したとき、トカゲは、どのグループに含ま
れるか、次のア～オから１つ選びなさい。
ア　鳥類　　　イ　ホニュウ類　　　ウ　両生類　　　エ　ハチュウ類　　　オ　魚類

太郎さんは、コイルと磁石で電流が発生するしくみについて調べるため、次のような実験を行い、
レポートにまとめました。あとの問いに答えなさい。

⑴　この実験において、コイルに流れた電流を何というか、書きなさい。
⑵　図２において、棒磁石のＮ極をコイルに近づけると、検流計の指針が右側に振れたことから、電
流は、どちらの向きに流れたと考えられるか、ＡとＢから選びなさい。
⑶　次のア～ウの実験を行ったとき、検流計の指針が左側に振れるのはどれか、すべて選びなさい。
ア イ ウ

1

ノートの一部

特徴
観点 なかまのふやし方

基準 （　Ｘ　） 卵生

動物 ウサギ ハト、フナ、トカゲ

表

特徴
観点 （　Ｙ　）の有無

基準 ある ない

動物 ハト、トカゲ フナ

2

レポートの一部

【方法】
①検流計とコイルを用いて、図１のような装置をつくる。
②棒磁石を図２のように、コイルに近づけたり遠ざけたりする。
③棒磁石の極を逆にして、コイルに近づけたり遠ざけたりする。

【結果】
棒磁石のＮ極をコイルに近づけると、検流計の指針が右側に振れ、その後真ん中の０に戻った。

図１

コイル 検流計

端子　 端子　
図２

コイル

A
B

検流計

端子　 端子　

棒磁石のＮ極をコイル
から遠ざける。

棒磁石のＳ極をコイル
に近づける。

棒磁石のＳ極をコイル
から遠ざける。

｜ 1｜

花子さんは、ハト、フナ、トカゲ、ウサギの４種類のセキツイ動物について、特徴をもとに分類し
て、ノートにまとめました。あとの問いに答えなさい。

⑴　母親の体内で、ある程度成長してから子をうむようななかまのふやし方を何というか、ノートの
Ｘに当てはまる言葉を書きなさい。
⑵　卵生のグループに分類できる動物を、次のア～エから２つ選びなさい。

ア　イヌ　　　　イ　カエル　　　　ウ　カメ　　　　エ　ネズミ
⑶　卵生のグループであるハト、フナ、ト
カゲは、卵の特徴に注目すると、さらに
右の表のように分類できる。表のＹに当
てはまる言葉を書きなさい。

⑷　セキツイ動物を、次のア～オの５つのグループに分類したとき、トカゲは、どのグループに含ま
れるか、次のア～オから１つ選びなさい。
ア　鳥類　　　イ　ホニュウ類　　　ウ　両生類　　　エ　ハチュウ類　　　オ　魚類

太郎さんは、コイルと磁石で電流が発生するしくみについて調べるため、次のような実験を行い、
レポートにまとめました。あとの問いに答えなさい。

⑴　この実験において、コイルに流れた電流を何というか、書きなさい。
⑵　図２において、棒磁石のＮ極をコイルに近づけると、検流計の指針が右側に振れたことから、電
流は、どちらの向きに流れたと考えられるか、ＡとＢから選びなさい。
⑶　次のア～ウの実験を行ったとき、検流計の指針が左側に振れるのはどれか、すべて選びなさい。
ア イ ウ

1

ノートの一部

特徴
観点 なかまのふやし方

基準 （　Ｘ　） 卵生

動物 ウサギ ハト、フナ、トカゲ

表

特徴
観点 （　Ｙ　）の有無

基準 ある ない

動物 ハト、トカゲ フナ

2

レポートの一部

【方法】
①検流計とコイルを用いて、図１のような装置をつくる。
②棒磁石を図２のように、コイルに近づけたり遠ざけたりする。
③棒磁石の極を逆にして、コイルに近づけたり遠ざけたりする。

【結果】
棒磁石のＮ極をコイルに近づけると、検流計の指針が右側に振れ、その後真ん中の０に戻った。

図１

コイル 検流計

端子　 端子　
図２

コイル

A
B

検流計

端子　 端子　

棒磁石のＮ極をコイル
から遠ざける。

棒磁石のＳ極をコイル
に近づける。

棒磁石のＳ極をコイル
から遠ざける。

正答 誤答例
殻 背骨、　セキツイ、　肺

正答率（準正答率） 誤答率 無解答率
52.7％（0.0％） 42.1％ 5.2％

②　指導改善に向けて
　本設問の出題のねらいは、「動物の特徴を比較し、分類の観点を考えることができる」であり、正答
率は 52.7％と不十分である。誤答については、「背骨」、「セキツイ」、「肺」など、からだのつくりを示
す用語が多く見られた。要因としては、実際の授業では、生物の分類に用いる特徴や用語を知識として
習得するような指導が中心となり、複数の生物を比較しながら分類の観点を考えたり、分類することの
意味について考えたりする学習活動が不十分であることが考えられる。
　指導に当たっては、いろいろな生物を比較しながら共通点や相違点を見いだし、それらを分類の観点
や基準として整理する学習活動を充実させることが必要である。その際、他者と分類の結果を相互に比
較することを通して、多様な分類の仕方があることや分類の意味について考えることができるようにす
ることが大切である。

③　改善事例　第１学年「いろいろな生物とその共通点（生物の体の共通点と相違点）」

Ｒ８　中３理科
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Ｒ８　中３理科
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Ⅱ　質問調査結果の分析・考察
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１　小学校第４学年児童の調査結果

　学校が好き、各教科等の勉強が好き、各教科の授業の内容がよく分かると答えた児童の割合は、これ
までと同様に、ほとんどの教科・領域で80％以上、高いものは90％を上回っており、全般的に小４児童
の学習意欲は、概ね良好である。

○「問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考える」（85.4％）児童の割合は、
これまでと同様に高い。今後も、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進めること
が大切である。

〇「友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞いている」（95.5％）児童の割合は、調査開始
以来最も高い。

○家庭での学習時間について、「学校の宿題をしている」（93.4％）児童の割合は、これまでと同様に高い。
○「テレビ番組やインターネット上の動画などを２時間以上見たり聞いたりしている」（52.2％）児童
の割合は半数を超えており、今後、学習面や生活面においてどのような影響を与えるのか注視して
いく必要がある。
○「学校のきまりを守っている」（92.8％）、「ものごとを最後までやりとげて、うれしかったことがある」
（93.8％）児童の割合は、これまでと同様にいずれも高い。

　以上のことより、学力・学習を支える基盤づくりについては、概ね良好である。
 ※無回答を除いた割合で示している。

1　学校や各教科等の勉強は好きですか。授業の内容はよく分かりますか。
当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

《学校は好きだ》
0 20 40 60 80 100%

9.034.053.9 3.1
7.438.251.6 2.8
8.040.748.2 3.0Ｒ８

Ｒ７
Ｒ６

《国語の勉強は好きだ》 《国語の授業の内容はよく分かる》
0 20 40 60 80 100%

20.544.227.5 7.8
22.444.325.6 7.7Ｒ７
22.445.624.8 7.2Ｒ８

Ｒ６
0 20 40 60 80 100%

10.738.947.6 2.9
9.945.442.2 2.5Ｒ７
10.045.742.0 2.3Ｒ８

Ｒ６

《社会の勉強は好きだ》 《社会の授業の内容はよく分かる》
0 20 40 60 80 100%

16.836.739.7
17.435.440.9Ｒ７

Ｒ６ 6.8
6.2

18.537.337.9Ｒ８ 6.3

0 20 40 60 80 100%

9.732.654.9 2.9
9.735.452.8 2.1Ｒ７
10.037.849.8 2.4Ｒ８

Ｒ６

《算数の勉強は好きだ》 《算数の授業の内容はよく分かる》
0 20 40 60 80 100%

15.031.846.1 7.2
16.430.944.0 8.7Ｒ７
17.031.742.8 8.5Ｒ８

Ｒ６
0 20 40 60 80 100%

7.729.459.8 3.0
9.932.055.5 2.7Ｒ７
9.931.755.3 3.1Ｒ８

Ｒ６

令和７年度・８年度は全公立小学校（義務教育学校を含む）における第４学年の全児童を対象、令和６年度は抽出学級
（各学校１学級）の児童を対象とした。
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《理科の勉強は好きだ》 《理科の授業の内容はよく分かる》
0 20 40 60 80 100%

8.025.663.7 2.7
7.526.863.3 2.4Ｒ７
8.130.359.2 2.4Ｒ８

Ｒ６
0 20 40 60 80 100%

24.669.6 1.44.4

25.568.9 1.14.5Ｒ７
28.065.8 1.34.9Ｒ８

Ｒ６

《音楽の勉強は好きだ》 《音楽の授業の内容はよく分かる》
0 20 40 60 80 100%

8.428.759.0 3.9
9.328.558.6 3.6Ｒ７
9.630.256.1 4.1Ｒ８

Ｒ６
0 20 40 60 80 100%

22.770.0 2.25.1

24.269.1 1.55.2Ｒ７
25.766.5 2.15.7Ｒ８

Ｒ６

《図画工作の勉強は好きだ》 《図画工作の授業の内容はよく分かる》
0 20 40 60 80 100%

16.377.6 2.23.9

15.978.1 1.74.3Ｒ７
16.876.0 2.15.0Ｒ８

Ｒ６
0 20 40 60 80 100%

15.780.3 1.03.0

16.680.2 0.82.4Ｒ７
18.178.1 0.83.0Ｒ８

Ｒ６

《体育の勉強は好きだ》 《体育の授業の内容はよく分かる》
0 20 40 60 80 100%

15.978.1 2.04.1

16.776.6 2.04.6Ｒ７
17.774.6 2.25.5Ｒ８

Ｒ６
0 20 40 60 80 100%

12.984.7 0.52.0

14.683.1 0.51.9Ｒ７
15.981.3 0.81.9Ｒ８

Ｒ６

《道徳の時間は好きだ》 《外国語活動（英語）の時間は好きだ》
0 20 40 60 80 100%

14.137.541.9
16.340.537.2Ｒ７

Ｒ６ 6.5
6.1

16.540.237.2Ｒ８ 6.1

0 20 40 60 80 100%

11.333.251.3 4.3
12.835.547.4 4.3Ｒ７
13.536.244.6 5.6Ｒ８

Ｒ６

《総合的な学習の時間は好きだ》 《学級活動の時間は好きだ》
0 20 40 60 80 100%

9.032.855.7 2.6
10.735.151.7 2.5Ｒ７
10.536.949.8 2.7Ｒ８

Ｒ６
0 20 40 60 80 100%

9.231.256.7 3.0
9.636.351.9 2.2Ｒ７
10.138.449.0 2.5Ｒ８

Ｒ６

・《（各教科等の）勉強（時間）は好きだ》について、肯定的な回答をした児童の割合は、Ｒ６年度からＲ８
年度において、理科で89.3％～90.1％、音楽で86.3％～87.7％、図画工作で92.8％～94.0％、体育で92.3％～
94.0％、総合的な学習の時間で86.7％～88.5％、学級活動で87.4％～88.2％であり、高い割合で推移している。

・《（各教科の）授業の内容はよく分かる》について、肯定的な回答をした児童の割合は、Ｒ６年度から 
Ｒ８年度において、国語で86.5％～87.7％、社会で87.5％～88.2％、算数で87.0％～89.2％、理科で93.8％～
94.4％、音楽で92.2％～93.3％、図画工作で96.0％～96.8％、体育で97.2％～97.7％であり、高い割合で推移
している。

＜参考＞
《学級活動は好きだ》
小６ 中３

0 20 40 60 80 100%

11.538.047.6
10.435.850.6

2.9
10.038.848.5 2.7

3.2

Ｒ８
Ｒ７
Ｒ６

0 20 40 60 80 100%

12.544.639.6
10.542.644.7

3.3
10.343.044.2 2.6

2.2

Ｒ８
Ｒ７
Ｒ６

・《学級活動は好きだ》について、肯定的な回答をした児童生徒の割合は、小６で87.3％、中３で87.2％であ
り、Ｒ７年度より小６では1.7ポイント、中３では3.0ポイント増加している。
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2　授業の中で次のようなことは好きですか。
好き どちらかといえば好き どちらかといえば好きではない 好きではない

＜学年間比較＞
《自分の考えを発表したり、話し合ったりすること》《分からなかったことを、もう一度勉強し直すこと》

0 20 40 60 80 100%

33.139.716.4
30.038.320.9
25.738.826.0

10.8
10.9
9.5

中３
小６
小４

0 20 40 60 80 100%

35.739.216.7
33.340.517.1
28.542.820.4

8.3
9.1
8.3

中３
小６
小４

《教科書に出ていないことや、もっとくわしいこと
を勉強すること》 《少ない人数やグループで勉強すること》

0 20 40 60 80 100%

37.530.217.9
32.034.022.6
26.436.629.5

14.3
11.4
7.5

中３
小６
小４

0 20 40 60 80 100%

9.840.446.5
9.035.352.4
10.332.053.6 4.1

3.3
3.3中３

小６
小４

《コンピュータなどのICT機器を使って勉強すること》《学校図書館を利用して勉強すること》＊１
0 20 40 60 80 100%

15.042.836.9
8.132.357.0
7.525.064.9 2.5

2.6
5.3中３

小６
小４

0 20 40 60 80 100%

28.137.621.8
19.538.735.0
12.732.451.3 3.5

6.9
12.5中３

小６
小４

《地域の人や専門家から教えてもらうこと》
0 20 40 60 80 100%

28.843.417.6
22.042.728.4
15.440.339.7 4.6

6.9
10.2中３

小６
小４

・《少ない人数やグループで勉強すること》について、肯定的な回答をした児童生徒の割合は、小４で
85.6％、小６で87.7％、中３で86.9％であり、いずれの学年においても高い。

＜参考＞
《少ない人数やグループで勉強すること》
小４ 小 6

0 20 40 60 80 100%

8.526.161.4 4.1
9.530.656.4 3.5Ｒ７
10.332.053.6 4.1Ｒ８

Ｒ６
0 20 40 60 80 100%

8.931.256.1 3.8
9.134.253.8 2.9Ｒ７
9.035.352.4 3.3Ｒ８

Ｒ６

中 3
0 20 40 60 80 100%

9.142.245.7 3.0
10.140.845.9 3.3Ｒ７
9.840.446.5 3.3Ｒ８

Ｒ６

・《少ない人数やグループで勉強すること》について、肯定的な回答をした児童生徒の割合は、Ｒ６年度か
らＲ８年度において、小４で85.6％～87.5％、小６で87.3％～88.0％、中３で86.7％～87.9％であり、いず
れの学年においても高い割合で推移している。

＊１　Ｒ７年度までは「図書館を利用して勉強すること」
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3　次のことは、あなたにどれくらい当てはまりますか。
当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

《授業では、目標（めあて・ねらい・課題）をもって
学習していたと思う》＊２

《授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分
から取り組んでいたと思う》

0 20 40 60 80 100%

10.540.846.4
10.636.150.2

2.3
13.946.736.6 2.8

3.1

Ｒ８
Ｒ７
Ｒ６

0 20 40 60 80 100%

20.348.826.9
16.548.330.1

19.247.429.8Ｒ８
Ｒ７
Ｒ６

4.1
3.6

5.0

《授業では、自分の考えを発言したり、発表したり
する場があったと思う》＊３

《授業の最後に、学習を振り返る活動をよく行って
いたと思う》＊４

0 20 40 60 80 100%

13.832.949.1
11.636.048.2

4.2
15.533.446.1 5.0

4.3

Ｒ８
Ｒ７
Ｒ６

0 20 40 60 80 100%

17.942.635.5
16.538.640.6

4.0
21.443.330.5 4.8

4.3

Ｒ８
Ｒ７
Ｒ６

《友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで
聞いている》

《問題の解き方が分からないときは、あきらめずに
いろいろな方法を考える》

0 20 40 60 80 100%

31.064.4
28.765.4

30.365.2Ｒ８
Ｒ７
Ｒ６

0.7
0.7

3.8
3.9
1.64.3

0 20 40 60 80 100%

12.239.545.3
11.232.951.7

2.9
11.840.544.9 2.8

4.1

Ｒ８
Ｒ７
Ｒ６

《授業で学習したことを、ふだんの生活で生かすこ
とができると思う》＊５

《先生は、授業やテストで間違えたところや、分か
らないところについて、分かるまで教えてくれて
いると思う》

0 20 40 60 80 100%

19.943.830.3
18.340.835.4

6.1
14.344.437.9 3.4

5.6

Ｒ８
Ｒ７
Ｒ６

0 20 40 60 80 100%

28.962.7
32.059.7

Ｒ８
Ｒ７
Ｒ６

2.0
1.9

6.3

31.959.4 2.06.7

6.5

・《友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞いている》について、肯定的な回答をした児童の割
合は、95.5％であり、調査開始以来最も高い。

・《先生は、授業やテストで間違えたところや、分からないところについて、分かるまで教えてくれている
と思う》について、肯定的な回答をした児童の割合は、Ｒ６年度からＲ８年度において、91.3％～91.7％
であり、高い割合で推移している。

・《授業の最後に、学習を振り返る活動をよく行っていたと思う》について、肯定的な回答をした児童の割
合は、73.8％であり、Ｒ７年度より4.3ポイント減少している。

＜参考＞
《授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思う》
小６ 中３

0 20 40 60 80 100%

15.448.233.5
17.750.028.7
17.249.429.9 3.5

3.6
2.9Ｒ８

Ｒ７
Ｒ６

0 20 40 60 80 100%

16.551.728.2
16.451.629.2

3.7
14.452.031.0 2.6

2.9

Ｒ８
Ｒ７
Ｒ６

・《授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思う》について、肯定的な 
回答をした児童生徒の割合は、小６で81.7％、中３で83.0％であり、調査開始以来最も高い。

＊２　Ｒ７年度までは「授業の中で目標（めあて・ねらい・課題）が示されていたと思う」
＊３　Ｒ６年度は「授業では、自分の考えを発表する機会があたえられていたと思う」
＊４　Ｒ７年度までは「授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていたと思う」
＊５　Ｒ７年度までは「授業で学習したことを、ふだんの生活で生かせないか考える」
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4　家で次のようなことをしていますか。
している どちらかといえばしている あまりしていない 全くしていない

《自分で計画を立てて勉強をしている》 《学校の宿題をしている》
0 20 40 60 80 100%

22.734.336.9
28.337.828.7 5.2

6.1
Ｒ７

28.838.227.6 5.4Ｒ８

Ｒ６
0 20 40 60 80 100%

10.684.9 1.43.2

13.781.4 1.13.9Ｒ７
14.379.1 1.35.3Ｒ８

Ｒ６

《学校の授業の予習・復習をしている》
0 20 40 60 80 100%

26.135.128.6 10.2
28.236.928.1Ｒ７

Ｒ６
6.8

30.036.726.2Ｒ８ 7.1

・ 《学校の宿題をしている》について、肯定的な回答をした児童の割合は、93.4％であり、これまでと同様
に高い。

5
《あなたは、学校の授業時間以外に、ふだん（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をし
ますか。（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学
ぶ時間もふくみます。）》

0 20 40 60 80 100%

３時間以上 ２時間以上、３時間より少ない １時間以上、２時間より少ない

30分以上、１時間より少ない 30分より少ない 全くしない

13.16.8 3.411.1 30.2 35.4

9.112.6 4.119.2 27.4 27.5Ｒ７

9.611.4 4.217.5 27.8 29.5Ｒ８

Ｒ６

《あなたは、土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。（学習
塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間もふく
みます。）》

0 20 40 60 80 100%

４時間以上 ３時間以上、４時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない

１時間以上、２時間より少ない １時間より少ない 全くしない

37.83.9 13.85.8 11.4 27.3

33.35.9 12.09.4 13.7 25.7Ｒ７

34.75.4 12.28.6 12.8 26.2Ｒ８

Ｒ６

・普段の家庭学習時間について、勉強する時間が「１時間以上」と答えた児童の割合は、56.7％であり、半
数を超えている。

・休日の家庭学習時間について、勉強する時間が「１時間以上」と答えた児童の割合は、53.0％であり、半
数を超えている。
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6
《あなたは、ふだん（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビ番組やインターネット上の
動画などを見たり、聞いたりしますか。（勉強のためのテレビ番組やインターネット上の動画などを見たり、
聞いたりする時間はのぞきます。）》＊６

0 20 40 60 80 100%

４時間以上 ３時間以上、４時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない

１時間以上、２時間より少ない １時間より少ない 全く見たり、聞いたりしない

22.513.3 6.711.3 19.2 26.9

20.413.9 5.314.2 21.0 25.2Ｒ７

17.715.9 3.815.2 21.1 26.3Ｒ８

Ｒ６

《あなたは、ふだん（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータゲー
ム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンなどを使ったゲームもふくみます。）をしますか。》

0 20 40 60 80 100%

４時間以上 ３時間以上、４時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない

１時間以上、２時間より少ない １時間より少ない 全くしない

22.012.0 15.810.1 16.1 24.0

20.616.2 9.113.4 17.4 23.2Ｒ７

21.515.1 9.412.9 16.8 24.2Ｒ８

Ｒ６

《あなたは、ふだん（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォンなどで
インターネットやメールなどをしますか。（携帯電話やスマートフォンなどを使ってゲームをする時間はの
ぞきます。）》＊７

0 20 40 60 80 100%

４時間以上 ３時間以上、４時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない

１時間以上、２時間より少ない

全くしない

30分以上、１時間より少ない 30分より少ない

21.27.5 34.15.6 8.3 11.8

21.46.7 30.27.0 9.3 12.9Ｒ７

Ｒ６ 11.4

12.5

20.36.8 35.75.8 8.2 12.4Ｒ８ 10.8

・普段のテレビ番組やインターネット上の動画などを見たり、聞いたりする時間が「２時間以上」と答えた
児童の割合は、52.2％であり、Ｒ７年度より3.1ポイント増加している。

・普段の携帯電話やスマートフォンなどでインターネットやメールなどをする時間について、「30分以上」
と答えた児童の割合は、44.0％であり、Ｒ７年度より4.4ポイント減少している。

＊６　Ｒ７年度までは、「あなたは、ふだん（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビやビデオ・
DVDなどを見たり、聞いたりしますか。（勉強のためのテレビやビデオ・DVDなどを見る時間、テレビゲームをす
る時間はのぞきます。）」

＊７　Ｒ７年度までは、「あなたは、ふだん（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォ
ンなどで通話やメール、インターネットをしますか。（携帯電話やスマートフォンなどを使ってゲームをする時間は
のぞきます。）」
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7　次のことは、あなたにどれくらい当てはまりますか。
当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない

《テレビを見る時間やテレビゲーム（コンピュータ
ゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォ
ンなどを使ったゲームもふくみます。）をする時間
などのルールを家の人と決めている》

《学校での出来事について、家の人（兄弟姉妹はふ
くみません。）と話をしている》

0 20 40 60 80 100%

11.454.0 10.624.0
12.950.4 9.926.8Ｒ７
11.751.1 11.126.1Ｒ８

Ｒ６
0 20 40 60 80 100%

11.452.1 7.029.5Ｒ６
12.147.8 7.532.5Ｒ７
12.444.5 8.035.1Ｒ８

《学校のきまりを守っている》 《人が困っているときは、進んで助けている》
0 20 40 60 80 100%

54.3 38.4
48.9 44.4Ｒ７

Ｒ６

0.76.0

48.5 44.3Ｒ８ 0.96.2

1.26.1
0 20 40 60 80 100%

8.149.4 40.5 2.0
7.947.7 43.1 1.3Ｒ７
8.543.1 46.8 1.6Ｒ８

Ｒ６

《ものごとを最後までやりとげて、うれしかったこ
とがある》 《難しいことでも、失敗をおそれないで挑戦している》

0 20 40 60 80 100%

71.7 20.7 2.74.9

72.7 21.9 1.44.0Ｒ７
70.7 23.1 1.84.4Ｒ８

Ｒ６
0 20 40 60 80 100%

13.642.0 40.1 4.3
13.939.2 43.7 3.2Ｒ７
14.337.6 44.9 3.2Ｒ８

Ｒ６

《自分には、よいところがあると思う》 《将来の夢や目標を持っている》
0 20 40 60 80 100%

49.0 32.1 10.5 8.4
48.9 34.8 10.3Ｒ７

Ｒ６
6.0

47.1 36.6 10.4Ｒ８ 5.9

0 20 40 60 80 100%

7.270.4 15.9
7.568.8 18.1Ｒ７

Ｒ６
5.6

8.566.3 19.3Ｒ８ 5.9

6.5

《今住んでいる地域の行事に参加している》
《外国の人と友達になったり、外国のことについて
もっと知ったりしてみたいと思う》

0 20 40 60 80 100%

14.243.8 30.4 11.6
15.542.6 33.8 8.2Ｒ７
15.741.6 34.0 8.7Ｒ８

Ｒ６
0 20 40 60 80 100%

18.039.1 29.5 13.4
20.336.7 30.2 12.7Ｒ７
20.735.6 31.1 12.6Ｒ８

Ｒ６

・《学校のきまりを守っている》について、肯定的な回答をした児童の割合は、92.8％であり、これまでと
同様に高い。

・《人が困っているときは、進んで助けている》について、肯定的な回答をした児童の割合は、89.9％であり、
これまでと同様に高い。

・《ものごとを最後までやりとげて、うれしかったことがある》について、肯定的な回答をした児童の割合は、
93.8％であり、これまでと同様に高い。
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２　学習・生活状況と正答率との関係

○小４児童の学習・生活状況について、以下と回答している児童の方が、教科（国語・算数）の正答
率が高い傾向が見られる。
・国語・算数の勉強は好きだ。
・国語・算数の授業の内容はよく分かる。
・分からなかったことを、もう一度勉強し直すことが好きだ。
・授業では、目標（めあて・ねらい・課題）をもって学習していたと思う。
・授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思う。
・授業では、自分の考えを発言したり、発表したりする場があったと思う。
・授業の最後に、学習を振り返る活動をよく行っていたと思う。
・友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞いている。
・問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考える。
・自分で計画を立てて勉強をしている。
・学校の宿題をしている。
・ふだん（月曜日から金曜日）、携帯電話やスマートフォンなどでインターネットやメールをする 
１日当たりの時間が少ない、または全くしない。

・学校のきまりを守っている。
・ものごとを最後までやりとげて、うれしかったことがある。

《国語・算数の勉強は好きだ》 《国語・算数の授業の内容はよく分かる》

どちらかといえば
当てはまる当てはまる

30%

50%

40%

60%

70%

どちらかといえば
当てはまらない 当てはまらない

66.4

64.6

61.7

59.1

56.2

55.3

46.5

49.6

国語

算数

56.2

46.5

61.7

66.4

55.3
49.6

59.1

64.6

どちらかといえば
当てはまる当てはまる

30%

50%

40%

60%

70%

どちらかといえば
当てはまらない 当てはまらない

68.1

65.1

57.8

57.3

46.4

46.9

39.4

37.3

国語

算数

46.9

37.3

57.3

65.1

46.4

39.4

57.8

68.1

《分からなかったことを、もう一度勉強し直すこと》
《授業では、目標（めあて・ねらい・課題）をもっ
て学習していたと思う》

どちらかといえば
好き好き

30%

50%

40%

60%

70%

どちらかといえば
好きではない 好きではない

65.3

63.6

62.2

61.4

57.4

57.6

50.9

52.1

国語

算数

57.4

50.9

61.4
63.6

57.6

52.1

62.2
65.3

30%

50%

40%

60%

70%

64.5

63.1

60.2

59.8

53.7

54.8

47.5

48.2

国語

算数

どちらかといえば
当てはまる当てはまる どちらかといえば

当てはまらない 当てはまらない

53.7

47.5

59.8
63.1

54.8

48.2

60.2

64.5
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《授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自
分から取り組んでいたと思う》

《授業では、自分の考えを発言したり、発表したり
する場があったと思う》

どちらかといえば
当てはまる当てはまる

30%

50%

40%

60%

70%

どちらかといえば
当てはまらない 当てはまらない

66.8

65.0

60.1

59.7

53.7

54.5

47.4

48.9

国語

算数

53.7

47.4

59.7

65.0

54.5

48.9

60.1

66.8

どちらかといえば
当てはまる当てはまる

30%

50%

40%

60%

70%

どちらかといえば
当てはまらない 当てはまらない

65.5

64.5

57.5

58.0

54.9

53.5

52.3

51.9

国語

算数

53.5 51.9

57.5

64.5

54.9
52.3

58.0

65.5

《授業の最後に、学習を振り返る活動をよく行って
いたと思う》

《友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで
聞いている》

どちらかといえば
当てはまる当てはまる

30%

50%

40%

60%

70%

どちらかといえば
当てはまらない 当てはまらない

64.4

63.0

60.3

59.9

57.7

57.5

50.9

52.6

国語

算数

57.5
59.9

63.0
57.7

52.6

60.3

64.4

50.9

どちらかといえば
当てはまる当てはまる

30%

50%

40%

60%

70%

どちらかといえば
当てはまらない 当てはまらない

62.4

61.0

58.7

59.5

48.3

50.8

43.4

47.5

国語

算数

48.3

43.4

58.7

61.0

50.8
47.5

59.5

62.4

《問題の解き方が分からないときは、あきらめずに
いろいろな方法を考える》 《自分で計画を立てて勉強をしている》

どちらかといえば
当てはまる当てはまる

30%

50%

40%

60%

70%

どちらかといえば
当てはまらない 当てはまらない

65.3

64.3

58.8

58.5

53.3

52.6

42.8

46.5

国語

算数

52.6

42.8

58.5

64.3

53.3

46.5

58.8

65.3

どちらかといえば
当てはまる当てはまる

30%

50%

40%

60%

70%

どちらかといえば
当てはまらない 当てはまらない

65.3

64.1

61.0

60.4

57.2

56.8

51.0

53.4

国語

算数

56.8

51.0

60.4
64.1

57.2
53.4

61.0

65.3
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《学校の宿題をしている》

《あなたは、ふだん（月曜日から金曜日 )、１日当
たりどれくらいの時間、携帯電話やスマートフォ
ンなどでインターネットやメールなどをしますか。
（携帯電話やスマートフォンなどを使ってゲームを
する時間はのぞきます。）》

どちらかといえば
しているしている

30%

50%

40%

60%

70%

あまりしていない 全くしていない

63.8

62.6

49.3

51.7

42.3

45.6

39.9

42.4

国語

算数

42.3
39.9

49.3

62.6

45.6
42.4

51.7

63.8

全く
しない

30分より
少ない

1時間より
少ない

2時間より
少ない

3時間より
少ない

4時間より
少ない

4時間
以上

30%

50%

40%

60%

70%

67.4

65.8

65.1

63.6

60.6

59.9

54.6

55.5

51.1

51.8

49.4

48.9

41.7

45.7

国語

算数

51.1

41.7

59.9

65.8

48.9

55.5

63.6

51.8

45.7

60.6

67.4

49.4
54.6

65.1

《学校のきまりを守っている》
《ものごとを最後までやりとげて、うれしかったこ
とがある》

30%

50%

40%

60%

70%

63.4

61.8

58.9

59.1

51.2

54.2

41.2

42.5

国語

算数

どちらかといえば
当てはまる当てはまる どちらかといえば

当てはまらない 当てはまらない
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41.2

58.9

61.8

54.2

42.5

59.1

63.4
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50%

40%

60%
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算数
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56.0

63.5
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３　教員の調査結果

「1　学力の重要な要素に関すること」について、肯定的な回答をした教員の割合は、それぞれ90％
以上であり、学力の向上に向けた教員の意識は概ね良好である。

○「問題解決的な学習、実生活における様々な事象との関連を図った学習などを通して、活用力（思
考力、判断力、表現力等）を育成する指導をしている」教員の割合は、小学校で96.0％、中学校
で93.3％であり、これまでと同様に高い。

○「児童生徒の様々な考えを引き出したり、思考を深めたりするような発問や指導をしている」教
員の割合は、小学校で97.1％、中学校で95.1％であり、これまでと同様に高い。

○「児童生徒の発言の機会や活動の時間を確保して、学び合う場を設けている」教員の割合は、小
学校で97.7％、中学校で96.0％であり、これまでと同様に高い。

○「大型提示装置（プロジェクター、電子黒板など）などのＩＣＴ機器を活用した授業を行ってい
る｣ 教員の割合は、小学校で92.0％、中学校で89.4％であり、これまでと同様に高い。

○「授業において、明確な評価規準を基に児童生徒の学習状況を把握し、学習指導の改善に生かし
ている」教員の割合は、小学校で93.3％、中学校で87.7％であり、これまでと同様に高い。

○「自校の学力向上に向けた計画（学力向上プランなど）に基づく指導をしている」教員の割合は、
小学校で94.8％、中学校で90.8％であり、これまでと同様に高い。

 ※「回答できない」及び無回答を除いた割合で示している。

1　学力の重要な要素に関すること

《繰り返し学習（音読、暗記・暗唱、反復学習など）
を通して、基礎的・基本的な知識や技能の定着を
図っている》

《問題解決的な学習、実生活における様々な事象と
の関連を図った学習などを通して、活用力（思考力、
判断力、 表現力等）を育成する指導をしている》

0 20 40 60 80 100%

36.562.6 0.20.7

Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

51.043.6 0.64.7

34.064.6 0.21.2

45.747.6 0.85.9
6.0

34.863.8 0.01.3

47.745.6 0.7Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

0 20 40 60 80 100%

63.332.6 0.43.7

64.329.4 0.06.3

58.536.4 0.24.8

59.134.3 0.36.3

58.437.6 0.33.7

59.933.4 0.26.4

Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

《課題設定や授業展開、教材・教具の開発など、学
習意欲の向上を図るための工夫をしている》

0 20 40 60 80 100%

49.249.5 0.11.2

53.243.3 0.33.2

46.751.5 0.01.8

49.946.6 0.23.3

47.650.9 0.11.5

53.243.7 0.22.9

Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

令和７年度・８年度は全公立小・中学校（義務教育学校を含む）における教員を対象、令和６年度は抽出した小・中学
校（義務教育学校を含む）における教員を対象とした。

次の指導等を、昨年度からどの程度行っていますか。
よくしている している あまりしていない ほとんどしていない

＜肯定的な回答の割合が高い項目＞

・《問題解決的な学習、実生活における様々な事象
との関連を図った学習などを通して、活用力（思
考力、判断力、表現力等）を育成する指導をして
いる》について、肯定的な回答をした教員の割合
は、小学校で96.0％、中学校で93.3％であり、こ
れまでと同様に高い。
・《課題設定や授業展開、教材・教具の開発など、
学習意欲の向上を図るための工夫をしている》に
ついて、肯定的な回答をした教員の割合は、小学
校で98.5％、中学校で96.9％であり、これまでと
同様に高い。
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2　教科等に関すること

《児童生徒の様々な考えを引き出したり、思考を深
めたりするような発問や指導をしている》

《児童生徒の発言の機会や活動の時間を確保して、
学び合う場を設けている》

0 20 40 60 80 100%

59.039.0 0.11.9

65.632.1 0.22.1

57.639.3 0.13.0

59.635.6 0.14.7

56.940.2 0.12.8

62.432.7 0.14.8

Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

0 20 40 60 80 100%

45.053.3 0.11.6

52.043.9 0.33.8

41.056.8 0.22.0

46.550.5 0.32.7

43.054.7 0.41.9

47.148.9 0.13.9

Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

《記録、要約、説明、論述などの言語活動を重視し
た指導をしている》

《考えの根拠や筋道を明確にして、説明や論述がで
きるような指導をしている》

0 20 40 60 80 100%

63.419.8

57.119.2

15.8

22.2 1.6

1.0
62.722.7

56.123.8

13.9

18.2 1.9

0.7
63.222.7

55.624.9

13.2

18.0 1.5

0.9Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

0 20 40 60 80 100%

63.628.4

58.924.3

7.6

15.3 1.5

0.4
60.529.8

55.129.8

9.2

13.6 1.5

0.5
62.428.5

56.128.6

8.4

14.3 1.0

0.7Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

《ノートの書き方やまとめ方などの指導を通して、
考え方を身に付けることができるような指導をし
ている》

《児童生徒がテストの間違ったところを振り返って
学習する場を設けている》

0 20 40 60 80 100%

55.434.8

52.918.8

9.2

25.4 2.9

0.6
52.737.0

51.119.4

9.5

26.3 3.3

0.8
55.934.0

52.216.3

9.2

27.0 4.4

0.8Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

0 20 40 60 80 100%

49.344.2

52.231.5 12.9 3.4

47.347.2

54.630.5 13.0 1.9

0.54.9
48.046.6

53.629.0 14.3 3.1

0.64.9

0.36.2

Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

《授業の中で、目標（めあて・ねらい・課題）を児
童生徒と共有している》

《授業の最後に、学習を振り返る活動を取り入れて
いる》＊１

0 20 40 60 80 100%

23.575.8 0.00.6

31.067.8 0.21.1

23.076.3 0.00.7

29.069.7 0.11.2

26.273.2 0.00.5

33.265.2 0.21.4

Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

0 20 40 60 80 100%

52.939.0

49.538.0

7.8

11.8 0.8

0.3
51.440.4

45.043.4

7.7

10.2 1.3

0.4
53.538.5

49.237.8

7.7

11.8 1.2

0.3Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

＊１　Ｒ７年度までは「授業の最後に、学習したことを振り返る活動を取り入れている」
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《授業において、明確な評価規準を基に児童生徒の
学習状況を把握し、学習指導の改善に生かしてい
る》＊２

《授業において、児童生徒一人一人が自分の成長や
変容を自覚できるようにするなど、自信をもつこ
とができるような指導をしている》

0 20 40 60 80 100%

67.322.8

63.519.5

8.9

16.5 0.5

1.0
66.026.6

62.225.0

7.3

12.3 0.5

0.1
66.426.9

63.324.4 11.4 1.0

Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

0.26.6

0 20 40 60 80 100%

56.338.8

60.125.7 14.3 0.0

54.841.7

59.031.0 9.8 0.3

Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

0.14.8

0.13.5
55.141.6

60.529.7 9.7 0.2

0.13.2

《授業で身に付けたことを課題の解決に活用したり、
他教科や日常生活の様々な場面で生かしたりでき
るような指導をしている》

《個に応じた指導として、習熟の遅い児童生徒に、
補充的な学習の指導をしている》

0 20 40 60 80 100%

62.127.5

55.223.8

9.7

19.8 1.2

0.7
62.128.7

57.527.9

9.0

13.7 0.9

0.2
63.629.5

60.525.0 13.8 0.8

Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

0.26.7

0 20 40 60 80 100%

55.333.6

46.614.4

10.3

32.3

0.8
54.634.1

50.617.6

10.3

27.7

1.0

6.7
4.1

54.933.7

50.216.8

10.8

28.8

0.6

4.2

Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

《個に応じた指導として、習熟の早い児童生徒に、
発展的な学習の指導をしている》 《学校図書館を活用した指導をしている》

0 20 40 60 80 100%

56.520.6

52.717.7

21.7

25.4 4.1

1.2
56.921.9

54.519.8

19.7

23.4 2.4

1.5
59.121.9

55.019.0

17.8

23.8 2.2

1.2Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

0 20 40 60 80 100%

57.523.3

20.75.7

16.3

36.3 37.4

2.9
2.4
2.7

53.428.5

21.95.1

15.7

37.4 35.7

53.726.8

21.64.9

16.8

34.9 38.6

Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

《指導計画の見直しや改善に取り組んでいる》
《自校の学力向上に向けた計画（学力向上プランな
ど）に基づく指導をしている》＊３

0 20 40 60 80 100%

63.226.7

64.518.8

9.1

14.5 2.3

1.0
63.625.3

63.222.3

10.5

13.3 1.2

0.6
65.524.1

63.721.2

9.8

13.5 1.7

0.6Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

0 20 40 60 80 100%

58.836.9

63.326.7 9.4 0.6

56.837.8

61.628.7 8.5 1.1

Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

0.73.7

0.45.0
60.134.7

63.827.0 8.3 0.9

0.25.0

＊２　Ｒ７年度までは「授業において、明確な評価規準を基に児童生徒の定着状況を把握し、学習指導の改善に生かし
ている」

＊３　Ｒ６年度は「自校の「学力向上プラン」に基づく指導をしている」
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＜肯定的な回答の割合が高い項目＞
・《記録、要約、説明、論述などの言語活動を重視した指導をしている》について、肯定的な回答をした教
員の割合は、小学校で85.9％、中学校で80.5％であり、中学校では調査開始以来最も高い。

・《授業の中で、目標（めあて・ねらい・課題）を児童生徒と共有している》について、肯定的な回答をし
た教員の割合は、小学校で 99.4％、中学校で98.4％であり、小学校では調査開始以来最も高い。

・《授業において、児童生徒一人一人が自分の成長や変容を自覚できるようにするなど、自信をもつことが
できるような指導をしている》について、肯定的な回答をした教員の割合は、小学校で96.7％、中学校で
90.2％であり、調査開始以来最も高い。

・《授業で身に付けたことを課題の解決に活用したり、他教科や日常生活の様々な場面で生かしたりできる
ような指導をしている》について、肯定的な回答をした教員の割合は、小学校で93.1％、中学校で85.5％
であり、調査開始以来最も高い。

・《個に応じた指導として、習熟の早い児童生徒に、発展的な学習の指導をしている》について、肯定的な
回答をした教員の割合は、小学校で81.0％、中学校で74.0％であり、小学校では調査開始以来最も高い。

＜その他、留意する項目＞

《授業で身に付けたことを課題の解決に活用したり、
他教科や日常生活の様々な場面で生かしたりでき
るような指導をしている》
※教員質問調査より

《授業で学習したことを、ふだんの生活で生かすこ
とができると思う》　小４
《授業で学習したことを、普段の生活で活用できる
と思う》　小６・中３
※児童生徒質問調査より

0 20 40 60 80 100%

60.525.0

63.629.5

13.8 0.8

小教員Ｒ８

中教員Ｒ８

0.26.7
0 20 40 60 80 100%

46.827.7

39.745.1

44.437.9

20.8

12.2

14.3 3.4

4.7

3.0

中３ Ｒ８

小４ Ｒ８

小６ Ｒ８

・《授業で身に付けたことを課題の解決に活用したり、他教科や日常生活の様々な場面で生かしたりできる
ような指導をしている》について、肯定的な回答をした教員の割合は、小学校で93.1％、中学校で85.5％
であり、調査開始以来最も高い。また、児童生徒の調査結果では、小４《授業で学習したことを、ふだん
の生活で生かすことができると思う》について、肯定的な回答をした児童の割合は82.3％、小６・中３ 《授
業で学習したことを、普段の生活で活用できると思う》について、肯定的な回答をした児童生徒の割合は、
小６で84.8％、中３で74.5％である。

3　ＩＣＴの活用に関すること

《大型提示装置（プロジェクター、電子黒板など）
などのＩＣＴ機器を活用した授業を行っている》

《児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレット
などのＩＣＴ機器を活用した授業を行っている》＊４

0 20 40 60 80 100%

31.460.4

29.460.2 8.0 2.5

3.4

28.764.7

27.463.3

1.65.0

2.46.8

31.360.7

29.5 7.259.9

2.25.8

1.66.6

Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

0 20 40 60 80 100%

44.444.1

43.233.2

9.4

19.3

42.2 9.147.0

42.337.8 16.6
4.3

2.1

3.3

1.7
45.3 10.641.4

42.737.1 15.9 4.2

2.7Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

＊４　Ｒ７年度までは「児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使用した授業を行っている」
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《児童生徒が自分で調べる場面（ウェブブラウザに
よるインターネット検索など）で、児童生徒一人
一人に配備されたＰＣ・タブレット等のＩＣＴ機
器を使用した授業を行っている》

《児童生徒が自分の考えをまとめ、発表・表現する
場面で、児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・ 
タブレットなどのＩＣＴ機器を使用した授業を
行っている》

0 20 40 60 80 100%

Ｒ７年度より調査開始

43.642.1 11.5

46.034.9 14.9

2.9

4.1

46.0 14.235.1

45.133.7 16.8 4.4

4.7Ｒ８
小教員Ｒ７

Ｒ８
中教員Ｒ７

0 20 40 60 80 100%

Ｒ７年度より調査開始

48.233.0 15.4

42.926.4 24.0

3.4

6.6

47.4 19.028.2

43.925.2 24.2 6.7

5.4Ｒ８
小教員Ｒ７

Ｒ８
中教員Ｒ７

《教職員と児童生徒がやり取りする場面で、児童生
徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどの
ＩＣＴ機器を使用した授業を行っている》

《児童生徒同士がやり取りする場面で、児童生徒一
人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ
機器を使用した授業を行っている》

0 20 40 60 80 100%

Ｒ７年度より調査開始

47.131.0 17.8

38.824.1 27.4

4.2

9.7

47.7 19.826.6

39.021.5 29.4 10.1

5.9Ｒ８
小教員Ｒ７

Ｒ８
中教員Ｒ７

0 20 40 60 80 100%

Ｒ７年度より調査開始

45.826.2 22.6

37.620.0 31.2

5.4

11.2

44.8 24.522.2

37.517.9 32.1 12.5

8.5Ｒ８
小教員Ｒ７

Ｒ８
中教員Ｒ７

《児童生徒が自分の特性や理解度・進度に合わせて
課題に取り組む場面で、児童生徒一人一人に配備
されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使用
した授業を行っている》

0 20 40 60 80 100%

Ｒ７年度より調査開始

50.127.2 19.3

40.618.2 30.7

3.4

10.5

50.2 19.625.0

43.616.5 29.9 10.1

Ｒ８
小教員Ｒ７

Ｒ８
中教員Ｒ７

5.1

＜その他、留意する項目＞

《児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレット
などのＩＣＴ機器を活用した授業を行っている》
※教員質問調査より

《コンピュータなどのＩＣＴ機器を使って勉強する
こと》　小４
《ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使って勉強
すること》　小６・中３
※児童生徒質問調査「授業の中で次のようなことは
好きですか。」より

0 20 40 60 80 100%

42.737.1

45.341.4

15.9

10.6 2.7

4.2

小教員Ｒ８

中教員Ｒ８

0 20 40 60 80 100%

42.836.9

32.357.0

25.064.9

15.0

8.1

7.5 2.5

5.3

2.6

中３ Ｒ８

小４ Ｒ８

小６ Ｒ８

・《児童生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を活用した授業を行っている》につ
いて、肯定的な回答をした教員の割合は、小学校で86.7％、中学校で79.8％である。また、児童生徒の調
査結果では、小４《コンピュータなどのＩＣＴ機器を使って勉強すること》について、肯定的な回答をし
た児童の割合は89.9％、小６・中３《ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使って勉強すること》について、
肯定的な回答をした児童生徒の割合は、小６で89.3％、中３で79.7％である。

＜肯定的な回答の割合が高い項目＞

・《大型提示装置（プロジェクター、電子黒板など）
などのＩＣＴ機器を活用した授業を行っている》
について、肯定的な回答をした教員の割合は、小
学校で92.0％、中学校で89.4％であり、これまで
と同様に高い。
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4　家庭学習に関すること

《家庭学習の取組として、児童生徒に家庭での学習
方法等を具体例を挙げながら教えている》

《児童生徒が取り組んだ宿題について、評価・指導
を行っている》

0 20 40 60 80 100%

52.939.6

59.127.3 11.9 1.8

55.433.2

56.521.3

10.4

17.7 4.4

1.0
57.629.5

55.618.3

11.4

20.9 5.2

1.4Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

1.06.5
0 20 40 60 80 100%

39.856.7 0.53.0

58.432.2 8.4 1.0

42.355.1 0.32.2

56.829.4 10.8 2.9

44.252.3 0.43.1

61.026.3 10.3 2.4

Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

《学校・学年・学級単位で、保護者に対して児童生
徒の家庭学習を促すような働きかけをしている》

0 20 40 60 80 100%

58.230.3

56.521.8

9.7

19.3 2.4

1.7
58.531.1

58.821.2

9.4

16.4 3.6

1.1
60.729.3

62.719.3

8.9

14.0 4.1

1.2Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

＜その他、留意する項目＞
《家庭学習の取組として、児童生徒に家庭での学習
方法等を具体例を挙げながら教えている》
※教員質問調査より

《自分で計画を立てて勉強している》
※児童生徒質問調査より
小４

0 20 40 60 80 100%

52.939.6

59.127.3 11.9 1.8

55.433.2

56.521.3

10.4

17.7 4.4

1.0
57.629.5

55.618.3

11.4

20.9 5.2

1.4Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

1.06.5
0 20 40 60 80 100%

38.227.6 28.8Ｒ８

34.336.9 22.7Ｒ６

37.828.7 28.3Ｒ７

6.1

5.2

5.4

《家で自分で計画を立てて勉強している（学校の授業の予習や復習を含みます）》
※児童生徒質問調査より
小６ 中３

0 20 40 60 80 100%

36.925.8 25.7Ｒ８

33.031.6 23.1Ｒ６

35.527.8 24.7Ｒ７

12.3

12.1

11.6

0 20 40 60 80 100%

36.418.0 32.1Ｒ８

37.519.8 30.6Ｒ６

35.519.5 31.1Ｒ７

12.1

13.9

13.6

・《家庭学習の取組として、児童生徒に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教えている》について、
肯定的な回答をした教員の割合は、小学校で87.1％、中学校で73.9％であり、Ｒ７年度より中学校で3.9ポ
イント減少している。また、児童生徒の調査結果では、小４《自分で計画を立てて勉強している》につ
いて、肯定的な回答をした児童の割合は65.8％、小６・中３《家で自分で計画を立てて勉強している（学
校の授業の予習や復習を含みます）》について、肯定的な回答をした児童生徒の割合は、小６で62.7％、 
中３で54.4％である。

＜肯定的な回答の割合が高い項目＞

・《児童生徒が取り組んだ宿題について、評価・指
導を行っている》について、肯定的な回答をした
教員の割合は、小学校で96.5％、中学校で87.3％
であり、これまでと同様に高い。
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5　学習規律等に関すること

《児童生徒が、学習規律（私語をしない、相手を意
識して話す・聞く、授業開始の時刻を守るなど）
を身に付けることができるような指導をしている》

《児童生徒が、校則や集団生活のルール・マナーを
守ることができるような指導をしている》

0 20 40 60 80 100%

28.471.0 0.10.5

34.563.8 0.21.5

27.072.5 0.10.5

39.258.8 0.12.0

29.670.1 0.00.3

42.556.1 0.11.4

Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

0 20 40 60 80 100%

28.171.6 0.00.3

36.262.4 0.01.4

27.072.7 0.00.3

38.161.1 0.10.8

28.171.5 0.10.3

44.154.9 0.10.9

Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

《児童生徒が、基本的な生活習慣（早寝・早起き・
朝ご飯、テレビ等の視聴時間など）を身に付ける
ことができるような指導をしている》＊５

《児童生徒が、進んで挨拶をすることができるよう
な指導をしている》

0 20 40 60 80 100%

55.734.7

52.233.9

8.6

12.7 1.2

1.0
55.634.9

56.830.3

8.4

11.7 1.2

1.1
55.534.0

56.028.8

9.8

13.1 2.1

0.7Ｒ８
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Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

0 20 40 60 80 100%

40.458.0 0.21.5

45.247.9

36.261.8 0.11.8

49.345.5
0.56.4

0.44.8

40.258.1 0.11.6

53.141.7 0.44.9

Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

《児童生徒が、地域や社会で起こっている問題や出
来事に関心をもつことができるような指導をして
いる》

《児童生徒が、将来就きたい仕事や夢について考え
ることができるような指導をしている》

0 20 40 60 80 100%

59.422.7

54.221.4

16.1

21.9 2.5

1.7
57.624.5

54.023.7

16.6

20.5 1.8

1.4
58.324.4

55.120.8

15.8

21.6 2.5
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小教員Ｒ６
Ｒ７
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54.721.0

59.027.4

22.0

12.3 1.2

2.3
56.918.4

60.027.2

22.2

11.6 1.2

2.5
57.017.4

62.122.8
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12.9 2.2

2.1Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７
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中教員Ｒ６
Ｒ７

《児童生徒を認めたり、励ましたりしながら、児童
生徒が、自分のよさを伸ばすことができるような
指導をしている》＊６

0 20 40 60 80 100%

33.266.4 0.00.4

43.554.5 0.02.0

37.861.5 0.00.6

46.251.5 0.12.2

37.761.5 0.00.8

50.447.5 0.21.9

Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

＊５　Ｒ６年度は「児童生徒が、基本的な生活習慣（早寝・早起き・朝ご飯、テレビの視聴時間など）を身に付けるこ
とができるような指導をしている」

＊６　Ｒ６年度は「児童生徒を認めたり、励ましたりしながら、児童生徒が、長所を伸ばすことができるような指導を
している」

＜肯定的な回答の割合が高い項目＞

・《児童生徒が、学習規律（私語をしない、相手を
意識して話す・聞く、授業開始の時刻を守るな
ど）を身に付けることができるような指導をして
いる》《児童生徒が、校則や集団生活のルール・
マナーを守ることができるような指導をしてい
る》《児童生徒が、進んで挨拶をすることができ
るような指導をしている》《児童生徒を認めたり、
励ましたりしながら、児童生徒が、自分のよさを
伸ばすことができるような指導をしている》につ
いて、肯定的な回答をした教員の割合は、小学校
で98.3％～99.7％、中学校で94.8％～99.0％であり、
これまでと同様に高い。
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＜その他、留意する項目＞
《児童生徒を認めたり、励ましたりしながら、児童
生徒が、自分のよさを伸ばすことができるような
指導をしている》
※教員質問調査より

0 20 40 60 80 100%

33.266.4 0.00.4

43.554.5 0.02.0

37.861.5 0.00.6

46.251.5 0.12.2

37.761.5 0.00.8

50.447.5 0.21.9

Ｒ８

小教員Ｒ６
Ｒ７

Ｒ８

中教員Ｒ６
Ｒ７

《自分には、よいところがあると思う》
※児童生徒質問調査より
小４ 小６

0 20 40 60 80 100%

36.647.1 10.4Ｒ８

32.149.0 10.5Ｒ６

34.848.9 10.3Ｒ７

8.4

6.0

5.9

0 20 40 60 80 100%

38.343.7 11.6Ｒ８

36.340.0 14.8Ｒ６

37.146.4 10.7Ｒ７

8.9

5.9

6.4

中３
0 20 40 60 80 100%

42.439.4 12.7Ｒ８

42.736.5 15.6Ｒ６

42.938.9 12.7Ｒ７ 5.5

5.2

5.6

・《児童生徒を認めたり、励ましたりしながら、児童生徒が、自分のよさを伸ばすことができるような指導
をしている》について、肯定的な回答をした教員の割合は、小学校で99.2％、中学校で97.9％である。また、
児童生徒の調査結果では、《自分には、よいところがあると思う》について、肯定的な回答をした児童生
徒の割合は、小４で83.7％、小６で82.0％、中３で81.8％である。
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